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英雄として崇拝された。
呼
ば
れ
る
の
が
か
れ
の
本
意
で
は
な
か
っ
た
。
東郷平八郎という海軍軍人は、日露戦争のとき、ロシアのパルチック艦隊を日本海海戦において破ったことで一躍名をなし、国民的
一
イ
ギ
リ
ス
到
着
ま
で
二
「
ロ
イ
ヤ
ル
・
ネ
イ
ヴ
ァ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
三
ア
ー
サ
ー
・
ダ
グ
ラ
ス
・
ケ
イ
ペ
ル
師
四
「
テ
ー
ム
ズ
・
ノ
ー
テ
ィ
カ
ル
・
ト
レ
ー
五
イ
ギ
リ
ス
再
訪
む
す
び
また生前、その伝記や直話集などが刊行されるようになると、「聖将」とか「軍神」とよばれ、さらに神格化した。が、そのように
は
じ
め
に
は
じ
め
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
東
郷
平
八
郎
・
ノ
ー
テ
ィ
カ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
カ
レ
ッ
ジ
」
アカデミー」
宮
永
孝
240（１） 
東
郷
の
イ
ギ
リ
ス
留
学
時
代
地をじゅうぶん残している。
な
が
吐
り
東郷が若き日にイギリスに留学した｝」とは、小笠原長生（一八六七～’九五八、老中小笠原長行の長男）が著した伝記のなかでふれ
、
、
、
、
、
られている。しかし、それはせいぜい十数ページたらずの、簡単な記事にすぎない。
東郷のイギリス留学時代（明治四年［一八七一］～同十一年［’八七八］）については、まだわからぬことが多く、くわを入れる余
し
ぜ
ん
そ
の
方
面
の
関
連
記
事
に
関
心
を
そ
そ
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
だ
。
わたしはいま、イギリス時代の東郷の一断面について書こうとしている。
わたしは平成十一年二九九九）の夏季休暇ちゅうにイギリスをおとずれ、しばらくこの国で調査研究にしたがった。
幸い、東郷がまなんだ海軍の予備校のこと、数学の師とその居住地、さらに実地教育をうけることになるテームズ河畔の海員学校の
こ
と
な
ど
、
い
く
つ
か
新
事
実
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
イギリス時代、かれはとくにこれといった野心をもたず、数多の困難にもめげず、ただひたむきに修業に励んだ。
もともとわたしは東郷その人について、格別ふかい関心も知識もなかった。が、司馬遼太郎の『坂の上の雲」（文藝春秋）や『明治
という国家』（日本放送出版協会）をよむにつれて、好奇心が以前より多少ふかまったにすぎない。
（１） 
後者の作品において、司馬遼太郎は、東郷がまなんだテームズ河畔の「カレッジ」（商船学校）に一幸旱をさいている。
目下、わたしが手がけている研究テーマは、日英関係史であり、とくにヴィクトリア朝のイギリスに学んだ邦人に興味があったから、
東郷は若き日にイギリスに学んだが、
て
や
東
洋
の
ネ
ル
ソ
ン
と
し
て
、
名
を
後
世
に
人
の
運
命
と
は
、
ま
こ
と
に
変
転
き
わ
ま
り
あ
が
と
し
て
崇
め
ら
れ
る
資
格
を
え
た
と
は
。
：
…
。
本
稿
は
、
い
う
な
れ
ば
そ
の
調
査
報
告
で
あ
る
。
イギリスに学んだが、そのときは世界史に残るような大海戦を指揮することを夢想だにしなかったであろうし、まし
ン
と
し
て
、
名
を
後
世
に
の
こ
す
と
は
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
まことに変転きわまりない。わずか三十分ほどの砲撃戦を指揮し、予想もしなかったことに大勝を喫したために、神
(2)２３９ 
イギリスにおける東郷平八郎
だ
【｜髪察裏 「妙な燈火がみえます」
との部下の報告に、眠気がいっぺんにふきとび、とび起きた。
左舷の暗闇のなかに、ひとみを凝らすと、ぽつんと赤い燈火がみえるではないか。
信濃丸は、相手の船の舷までちかづき、その燈火の正体をつきとめようとした。
やがて相手の船は、信濃丸を僚船とみたらしく、電気燈を点滅させて、信号を送ってきた。
夜が明けた。
信濃丸のうけもちは二○三地点である。
この海域は、その日浪は高く、南西の上
月の光が射すことがあった。
明治三十八年（一九○五）五月二十七日の午前二時四十五分ごろのことである。
し
よ
う
か
ん
は
か
る
ブ
リ
ッ
ジ
哨艦「信濃丸」（日本郵船の貨客船、六一一一八八トン、当時特務艦隊に属する）の艦長・成川侯（海軍大佐）は、船橋でまどろんでいた。
この時期、東郷平八郎（一八四七～一九三四、海軍大将）がひきいる連合艦隊は、敵ロシアのパルチック艦隊が対島コースをとるに
ちがいない、との確信のもとに、特務艦隊を編成して、それぞれの担当地区を哨戒させていた。
允
溜
江
か
信濃丸がいちばんおどろいたのは、バルチック艦隊の一艦を発見したことより、みずからが敵艦隊のまつ只中にいる一」とに気づいた
成川艦長は、
病
院
船
ア
リ
ョ
ぬ
し
の主は、
＊ 
ﾉレ
南
西
の
か
な
り
つ
よ
い
風
が
吹
い
て
い
た
。
おまけに霧が出ていた。けれどとき
ど
き、ま
っ
黒い雲
間
から、
238（３） 
対馬海峡にバルチック艦隊が出現した、といった報告につづいて、その規模、陣形、針路などについての情報が、刻々と鎮海湾の陸
岸
ち
か
く
に
仮
泊
待
機
し
て
い
た
旗
艦
「
三
笠
」
の
東
郷
司
令
長
官
の
も
と
に
届
い
た
。
決
死
の
覚
悟
で
、
国
運
を
か
け
た
戦
場
に
お
も
む
く
に
あ
た
り
、
故
国
に
た
い
し
て
そ
の
決
意
の
ほ
ど
を
の
べ
た
電
報
を
起
草
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（３） 
電
文
は
、
清
河
純
一
大
尉
、
小
柳
富
次
大
尉
、
飯
田
久
恒
少
佐
ら
一
二
人
が
、
起
案
し
た
。
案
文
は
、
エ
ン
ピ
ッ
で
書
い
た
も
の
で
、
という’ものだった。
ざ
ね
ゆ
さ
小
柳
大
尉
は
、
》
」
の
下
書
き
を
も
っ
て
秋
山
真
之
（
連
合
艦
隊
参
謀
）
の
部
屋
に
入
っ
た
。
秋山はそのとき、ベッドにあお向けになり、大きな目を開け、天井のほうをじっとみつめ、何か考えこんでいた。電報案を手渡すと、
じ
っ
と
み
つ
め
て
か
ら
、
「敵艦隊見ゆ」
と
の
電
報
は
、
す
と
い
っ
た
。
小
柳
は
そ
れ
を
手
に
し
、
部
屋
を
出
よ
う
と
す
る
と
、
ことである。
時
に
五
月
二
十
七
日
、
午
前
四
時
四
十
五
分
の
こ
と
で
あ
る
。
、
死地に入った信濃丸は、｝」のとき死を覚悟した。
「よしよし」
れ
ん
ご
う
敵艦見ユトノ警報二接シ、連〈ロ艦隊ハ
允
滝
ち
こ
れ
直
二
出
動
、
之
ヲ
撃
滅
セ
ン
ト
ス
（２） 
す〈、に四方に飛んだ。
(4)２３７ 
イギリスにおける東郷平八郎
日本海軍が、黄色い煙突をもった黒い艦隊（パルチック艦隊）に、古今未ぞうの戦いをいどんだ海戦は、五月一一十七日の午後二時す
ぎｌ対島海峡よりぅっ陵島（朝鮮半島の東方、日本海にある火山鳧「松島」ともよぶ）付近にいたる約三○○マイルの海域で行癒
われたもので、翌二十八日のたそがれ過ぎまで一一日間にわたる、昼夜連続の戦闘であった。
（８） 
しかし、決戦の正味の部分は、はじめの砲戦約三十分にすぎず、後半は落ち武者狩りともいうべき追撃戦であった。結果において、
日本海軍は勝算のない戦いにおいて、わずか三十分のあいだに、パルチック艦隊に大打撃をあたえ、勝利をおさめた。
連合艦隊司令官であった東郷平八郎は、はからずも日本海海戦で勝利をえたことにより、その後の運命は一変した。のちかれはその
（５） 
と、菫已きくわえた。
やり、陸電をもって大本営に報告‐
旗艦「三笠」では、総員を後甲に（７） 
つぎのような訓令信号をかかげた。
「ちょっとちょっと」
と、秋山に呼びとめられた。
小柳大尉は、ふたたび案文を手にすマ（６） 
り、陸電をもって大本営に報生口した。
それは日本海海戦の幕あけをかざる口上であった。
（４） 
変わり者のこの参謀は、いつ４℃の
草稿をとりもどすと、その末尾に
な
み
「本日天気晴朗ナレ贋‐モ浪高シ」
こ
う
ｕ
い
こ
あ
ふ
ん
れ
い
皇国，／興廃ハ此ノ一戦ニ在り、各員一層恋励努カセョ
ふたたび案文を手にすると、かけだし、加藤友三郎参謀長にみせ、東郷長官の閲覧をえ、いそぎ公用便を陸上郵便局に
色
か
総員を後甲板にあつめ、敵情説明につづいて訓示をした。ついで同日の午後一時五十五分、東郷は墜下の艦隊に、
い
つ
も
の
よ
う
に
、
鋭くけずったエンピッを斜めにもっていた。
236（５） 
功により大勲位功一級に叙せられ、伯爵となり、さらに後年、危篤にさいして侯爵に叙せられ、亡くなったときは国葬を賜わった。
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ワ
ー
グ
マ
ン
ニ
列
会
話
の
練
習
を
し
た
も
の
ら
し
い
。
東郷平八郎（一八四七～’九三四）は、鹿児島のひとである。
かれは加治屋町に生まれ、薩英戦争にうい陣し、のち薩藩の海軍局に入った。その後軍艦「春日」の乗組みとなり、阿波沖で幕艦
「開陽」と戦い、さらに箱館の海戦に従事したから、その戦歴はかなりながい。
箱館戦争がおわり、郷里の鹿児島にもどったのは明治二年（’八六九）八月である。その後藩より東京へ遊学せよ、との命令をうけ、
（９） 
同年秋上京した。》」のときすぐ東京にむかわず、しばらく横浜に滞在し、弁天の語学校に通って英語をまなび、かたわらイギリス人の
チャールズ・ワーグマン（’八三一一～九一、「イラストレイティッド・ロンドン・ニュース』の日本特派員、漫画家）について発音や
翌
明
治
三
年
町十三番地）』
同年十二月、
将校となった。
「
そ
の
後
、
海
軍
二
等（⑩） 
と笑いながら語った。
東郷は、後年そのときのことを回想して、
東郷の名が日本海軍の記録に記載されたのは、このときからである。
維新後、新政府は日本の近代化を達成し、新国家の各分野における指導者を養成する必要から、海外留学や視察を積極的に奨励した。
富国強兵は、明治政府の中心課題であり、そのためヨーロッパ先進国の軍事や兵制を視察する必要があった。明治二年二八六九）
イ
ギ
リ
ス
到
着
ま
で
二
八
七
○
）
、
東
京
に
出
る
に
入
っ
て
英
語
を
ま
な
ん
だ
。
ひ
ょ
う
ぷ
し
よ
う
り
ゆ
う
じ
ょ
う
兵部省（陸海軍省の前身）より龍麟艦（練習艦、一一五五○トン）の見習士官の辞令をもらい、このときはじめて海軍
お
お
一等士官とＩして出仕仰せつけられたが、
し
ゆ
う
へ
い
さ
ん
Ｌ
や
か
き
か
ら
東京に出ると、兄とともにしばらく湯島の聖堂で勉学－し、さらに箕作秋坪の私塾（「一一一叉学舎」日本橋蠣殻
は
じ
め
て
十
五
両
の
給
料
を
い
た
だ
い
た
ん
ぢ
ゃ
よ
」
(6)２３５ 
イギリスにおける東郷平八郎
お
弓東当もイ臺郷時むギは'《章Ｘ１， 
Ｆ「＝｡どこ
とか、
と
う
な
ず
く
だ
け
で
、
東郷の場合は、同郷の先輩にたいしていろいろ運動し、とくに大久保利通（内務卿）にもその旨を歎願した。大久保は東郷が生まれ
た加治屋町の出生であるから、平八郎のことはよく知っている。
大
久
保
は
東
郷
の
希
望
を
き
い
て
、
た
だ
うだ。 明治初年ごろ、陸室
留学生が派遣された。
明治四年（一八七二）二口
八郎ら十二名が派遣された。
し
か
し
、
東
郷
が
そ
の
選
に
刺
三月、早くも山巨
察に派遣された。
「ウン、ウン」
イギリス行の正否がわからぬので、
しかし、東郷がその選に入るまでいろいろ苦労もあったようである。
（ｕ） 
留学生は、兵学寮の生徒ならびに各軍艦乗組員のなかから優秀な者を選抜したものだが、
『、東京市ちゅうで有名であった易者は、芝三島町の石龍寺にいた。
秤は、原田宗助・伊地知弘一・松山某らとともに占い師の前にすわった。卜者は、ひとりひとり、その顔を熟視してから、
君は、かならず業をとげん」
つ
ぐ
み
ち
早くも山県有朋や西郷真吾（従道）がョ１ロッパに遣られ、さらに同年八月には大山弥助（厳）やロ叩川弥一一郎らが普仏戦争の視
陸軍のモデルはフランス、海軍のそれはイギリスであり、それぞれの国に少人数ながら、陸・海軍の兵学寮などから
〈胆）
明一一一一口を避けた。
二
月
、海軍兵学寮は、英米に学生を送る計画をたて、アメリカへは有馬幹太郎ら四名が、イギリスへは東郷平
ほ
ぐ
し
や
ひとつ易者にうらなってＪｈ〉らおう、ということになり、東郷とその寮友は、一日、卜者のもとに
い
ろ
い
ろ
っ
て
を
求
め
て
運
動
も
行
な
わ
れ
た
よ
234（７） 
「貴君は、かならずそれ
と
、
さ
も
ま
じ
め
に
告
げ
た
。
しかし、謡
「貴君は、
と断言した。
（川）
し半よった。
氏名および出身地はつぎの通りである。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
も
、
当
時
い
か
に
東
郷
が
留
学
に
熱
心
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。
や
が
て
海
外
派
遣
の
人
選
は
決
定
し
、
明
治
四
年
二
月
二
十
二
日
（
一
八
七
一
・
四
・
一
一
）
に
い
た
り
、
兵
部
省
は
左
記
の
よ
う
な
辞
令
を
あ
た
え
た
。
こ
こ
に
お
い
て
松
山
は
大
い
に
怒
り
、
こ
ぶ
し
を
握
る
と
「
き
さ
ま
に
人
の
運
命
な
ぞ
わ
か
る
か
」
と
い
っ
て
、
そ
の
占
い
を
力
い
っ
ぱ
い
な
ぐ
り
つ
け
て
これを受けたのは、左の十二名である。
今
般
海
軍
修
行
英
国
江
被
差
遮
候
事
士
槌
し
か
つ
打
っ
て
但
出
帆
日
限
且
委
細
之
儀
者
追
而
可
相
達
候
事
（山口）
（山口）
（山口）
（山口） 酒
気
を
お
び
た
松
山
某
の
番
に
な
る
と
、
と
う
て
い
望
み
な
し
」
かならずそれを完うせん」
石
田
鼎
三
し
膠
志道貫一目）
土方堅士ロ
山
県
少
太
郎
（
戊
辰
戦
争
に
出
役
、
兵
部
省
八
等
出
仕
）
（海軍兵学寮生徒、造船学をまなぶ）
（
海
軍
兵
学
寮
生
徒
、
の
ち
工
部
省
に
転
じ
る
）
(8)２３３ 
新
政
府
は
、
有
能
な
海
軍
士
官
の
養
成
を
痛
感
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
海
軍
兵
学
校
に
留
学
生
を
派
遣
し
、
そ
こ
で
教
育
を
う
け
さ
せ
、
さ
ら
に
練
習
艦
で
み
っ
ち
り
訓
練
を
さ
ず
け
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
、
そ
の
旨
を
駐
日
公
使
ハ
リ
ー
・
パ
ー
ク
ス
を
通
じ
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
要
請
し
た
。
ズ
イ
・
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
イ
そ
の
意
を
う
け
て
、
海
軍
本
部
で
は
、
日
本
人
学
生
を
う
け
入
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
評
議
し
た
。
そ
の
結
果
、
兵
学
校
に
入
学
す
る
｝
」
と
は
許
さ
な
（旧）
い
・
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
艦
で
実
地
訓
練
を
一
つ
け
る
こ
と
も
ま
か
り
な
ら
ぬ
、
と
の
判
断
を
く
だ
し
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
側
は
、
代
替
案
と
し
て
、
商
船
学
校
な
ら
日
本
人
を
う
け
入
れ
て
も
よ
い
、
と
い
っ
た
。
郎恥渡英の宿望をとげることができた東郷見習士官は、イギリスにおもむくにあたって、装いをととのえねばならない。そのころ東京に
Ｉ
 
』、』
”は、洋服や靴を商う店はすぐなく、｜行十一一名は洋装をするのにひじょうに苦労した。
るけあ
る
者
は
、
横
浜
居
留
地
の
外
国
人
か
ら
、
古
い
洋
服
を
求
め
た
の
は
よ
い
が
、
そ
れ
は
体
に
適
わ
ず
、
だ
ぶ
だ
ぶ
な
も
の
で
あ
っ
た
。
士
世
道
貫
一
な
ど
は
、
お率横浜に出かけ、「丸屋」という商店にあった、外国人水夫の靴を購入した。しかし、それは足にあわぬ、ばかでかい靴であり、やむな
リギく
そ
れ
を
は
き
、
足
を
ひ
き
ず
る
よ
う
に
し
て
イ
ギ
リ
ス
郵
船
に
乗
り
｝
」
ん
だ
。
イ
（焔）
船
長
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
は
そ
の
不
体
裁
を
み
か
ね
、
船
員
の
は
き
古
し
た
、
か
っ
こ
う
の
靴
を
与
え
て
く
れ
た
。
（鹿児島）
（鹿児島）
（７．） 
（
７
．
）
 
（高知）
（福井）
（熊本）
（鹿児島）
原田宗助（兵部省派遣、「マーチャント・ネイヴィ・カレッジ」（？）、「ユニバーシティ・カレッジ」にまなぶ、のち海軍造丘市髻狩）
（休八）
伊
地
知
弘
一
（
兵
部
省
派
遣
、
の
ち
海
軍
兵
学
校
次
長
兼
教
務
総
理
）
は
し
と
土師外次郎（海軍兵学寮生徒、造船学をまなぶ）
ざ
そ
う
（Ⅱ） 
佐
墜
左
仲
（
海
軍
兵
学
察
生
徒
、
造
船
学
を
ま
な
ぶ
）
西
村
猪
三
郎
（
海
軍
兵
学
寮
生
徒
、
明
巫
八
田
裕
次
郎
（
海
軍
兵
学
寮
生
徒
、
丘
分
あかみ伯（Ⅲ）
赤
嶺
伍
作
（
海
軍
兵
学
案
生
徒
、
造
機
》
東
郷
平
八
郎
（
兵
部
省
派
遣
、
「
ロ
イ
ャ
にまなぶ、のち元帥）
徒
、
明
治
七
年
六
月
二
十
三
日
、
イ
ギ
リ
ス
で
死
亡
）
徒、兵科をまなぶ）
、造機術をまなぶ）
「
ロ
イ
ヤ
ル
・
ネ
イ
ヴ
ァ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
お
よ
び
「テームズ・ノーティカル・トレーーーング・カレッジ」
232（９） 
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
もわれる。
た
だ の辞
令
を
も
ら
っ
て
ほ
ど
な
く
出
発
し
た
も
の
か
。
それを裏付けるものは、『ザ・ジャパン・ウイークリー・メイル』紙（一八七一・五・六付）の「出帆」（□の目且こ『の⑩）というコラ
ム
に
み
ら
れ
る
記
事
で
あ
る
。
東
郷
を
は
じ
め
僚
友
た
ち
の
姿
は
、
こ
ん
に
ち
か
ら
見
れ
ば
噴
飯
も
の
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
さ
て
、
東
郷
ら
十
二
名
は
、
横
浜
よ
り
イ
ギ
リ
ス
郵
船
に
乗
っ
た
の
で
あ
る
が
、
何
月
何
日
に
出
帆
し
た
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
お
そ
ら
く
イ
ギ
リ
ス
行
東郷ら十二名の横浜出帆は、イギリス留学の辞令をもらって約二十日後の明治四年一一一月十三日（’八七一・五・二）であったかとお
小
笠
原
長
生
の
『
聖
将
東
郷
全
伝
』
（
聖
将
東
郷
全
伝
刊
行
会
、
昭
和
応
。
、
）
に
も
、
そ
の
出
帆
の
時
期
に
つ
い
て
、
い
っ
さ
い
ふ
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
「
横
浜
か
ら
仏
国
の
商
船
に
搭
じ
、
母
国
の
影
を
水
平
線
上
に
見
返
へ
り
な
が
ら
香
港
に
達
し
、
…
…
」
さらに「乗客」（勺四のｍのゴ、円の）のところを見ると、
出
帆五月二日。「エイドン」号、イギリスの蒸気船（八一六トン）、船長アンドルーズ。香港へむかう。積荷は雑貨。送り主は、Ｐ＆Ｏ汽船会社。
同
月
二
日
、
「
エ
イ
ド
ン
」
号
で
香
港
に
む
か
う
者
は
、
三
等
船
室
の
パ
ー
ス
氏
ら
四
名
。
、
、
、
、
、
、
、
ヨーロッパへむかう者は、特別一一等船室のベンジャミン、Ｌ・カナウ氏らに加えて、十一一名の日本人。（傍点、引用者）
(10）２３１ 
イギリスにおける東郷平八郎
イギリス行の辞令をもらったのは、十二名であるから、員数はぴたりと符号する。
しかし、『聖将東郷全伝』では、フランス商船で行ったとあるが、これは誤りであろう。東郷の一行が乗ったと考えられる「エイド
と
号
は
、
幕
末
、
上
海
と
香
港
の
あ
い
だ
を
行
き
来
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
蒸
気
船
な
の
で
あ
る
。
ちなみに慶応二年（’八六六）の冬、幕府のイギリス留筆庄一十四名を上海から香港まではこんだのも同船であった。
当
時
、
横
浜
か
ら
香
港
ま
で
は
、
約
一
週
間
ほ
ど
の
船
旅
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
一
行
は
香
港
に
着
く
と
、
さ
ら
に
船
を
乗
り
か
え
、
イ
ン
ド
洋
、
紅
海
を
す
ぎてスエズに上陸し、そこから陸路汽車でアレキサンドリアに出、ふたたびイギリス商船にのり、地中海を西航して、「ジブラルタル
（
ス
ペ
イ
ン
）
は
き
そ
の要害を仰ぎては、英・西の覇を競ひし激戦を恩ひ、トーフファルガル岬を望見しては、英・仏の海軍が雌雄を争ひし当時を偲び、
つつが
マ
マ
（Ⅳ） 
や
が
て
差
な
く
英
国
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
に
到
着
せ
り
」
と
い
う
｝
」
と
で
あ
る
。
｜
行
が
サ
ザ
ン
プ
ト
ン
に
着
く
ま
で
の
寄
港
先
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
が
、
の
っ
た
船
名
ま
で
は
わ
か
ら
ぬ
こ
と
が
多
い
。
慶
応
二
年
の
幕
生
ら
の
と
き
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
ま
で
の
交
通
手
段
は
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
［アレキサンドリア～サザンプト己
「タンジョー」号………Ｐ＆Ｏ汽船会社の蒸気船、または同社の「ペラ」号。
「シムラ」号……………イギリスの郵船（六五○馬力）。
［スエズ～カイロ～アレキサンドリア］
［ポイント・デ・ガール～アデンースェズ］
［香港～シンガポール～ポイント・デ・ガール］
「エロウラ」号…………イギリスの蒸気船。
蒸気車。
230（11） 
と
安
部
真
造
（
東
郷
の
直
話
を
き
吐
こうきかれた東郷は、にこに｝
ｌ
そ
り
ゃ
な
か
な
か
あ
っ
た
よ
．
何しろみんな元気でのう。……←
ｌ
そ
の
こ
ろ
は
、
閣
下
’
珍談がおありでしょうな。
か
か
っ
た
か
ら
、
東
郷
ら
特
別
二
等
船
客
ら
は
、
ひ
と
り
三
、
四
百
ド
ル
ほ
ど
要
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
よ
り
三
年
前
の
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
に
、
幕
生
ら
十
四
名
が
イ
ギ
リ
ス
に
行
っ
た
と
き
の
船
賃
は
ひ
じ
ょ
う
に
高
く
、
横
浜
か
ら
サ
ザ
ン
プ
ト
ン
ま
で
、
ひ
と
り
一行はなんども船を乗りかえ、南シナ』
そのときの想い出ばなしを洩らしている。
であった。
お
そ
ら
く
、
当
時
横
浜
か
ら
サ
ザ
ン
プ
ト
ン
ま
で
、
五
、
六
十
日
は
か
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
ろ
の
船
賃
に
つ
い
て
い
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
郵
船
の
ば
あ
い
、
横
浜
か
ら
マ
ル
セ
ー
ユ
ま
で
、
デ
ツ
ク
・
パ
セ
ン
ジ
ヤ
ー
田
‐
板
船
客
（
じ
ぶ
ん
の
居
室
が
な
い
）
…
…
：
．
七
四
六
ド
ル
（
メ
キ
シ
コ
ド
ル
）
一等………四四○ドル（メキシコドル）
二等………三一一一○ドル（
〃
） 
三
等
…
…
…
’
九
九
ド
ル
（
〃
） 
四
等
…
…
…
一
三
三
ド
ル
（
〃
） 
（東郷の直話をきいた人）はいった。
」
東
郷
は
、
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
閣下も青年将校として元気いっぱいでおいででしたでしょうし、同じご年輩の方ばかりでしたから、さぞ航海中も
……ある時なぞ、
南シナ海、インド洋、地中海、大西洋の波とうを越えてイギリスに渡ったのであるが、東郷は晩年、
ゆ
か
た
び
わ
う
た
みんな浴衣がけになってあぐらをかき、大きな声で詩を吟じたり、琵琶歌をうたったり’し
（明治４．ｍ『新聞雑誌』
(12）２２９ 
イギリスにおける東郷平八郎
をと
雫｜雪：｜襄需
たチさ､といは煙
とエん、やよを
きス切笑、ほ吐
、トりつへほどい
Ｉあるある…・その航海の途中だったが、さてどこで見たのか、はっきりと覚えていないが、……いまから考えてみると、多分
地
中
海
（
ス
エ
ズ
の
誤
り
）
を
通
っ
て
い
た
と
き
で
は
な
い
か
と
お
も
う
。
生
れ
て
は
じ
め
て
汽
車
と
い
う
も
の
を
見
た
ん
ぢ
ゃ
よ
・
陸
の
う
え
に
奇
怪
な
長
い
も
の
が
走
っ
と
る
。
き
し
黒
い
煙
を
吐
い
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
が
汽
車
ち
ゆ
う
も
ん
ぢ
ゃ
ろ
う
。
え
ら
い
も
ん
ぢ
ゃ
ね
え
、
と
皆
肝
を
つ
ぶ
し
た
も
の
さ
。
たものよ・
このときの東郷の表情は、いかにもおかしくてたまらぬといった風であった。
だ
い
と
う
こ
く
ら
ば
か
ま
ｌ断髪令で頭こそ西洋風にざん切りにしていたが、腰には大刀ぶちこみ、小倉袴（小倉識で仕立てた袴、当時の書生がもちいた）
で
、
肩
を
い
か
ら
し
て
い
た
ん
ぢ
ゃ
か
ら
、
外
国
人
の
び
っ
く
り
す
る
の
も
む
り
は
な
い
よ
。
ｌ
は
じ
め
て
の
ご
洋
行
で
は
、
何
も
か
も
珍
ら
し
く
お
感
じ
で
し
た
で
し
ょ
う
．
と
聞
き
手
は
、
た
ず
ね
る
と
、
と聞き手は、たニ
ー
さ
よ
う
…
…
。
む
か
で
ｌ
い
や
、
ほ
ん
に
百
足
が
煙
を
吐
い
て
歩
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
も
の
だ
．
黒
い
煙
を
吐
い
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
が
』
東郷はよほどおかしかったらしく、
頭をざん切りにした十二名の若者らが、甲板のうえで、車座になり、琵琶歌を声高くうたい、あげくの果てに、かけ声の
異
人
た
ち
は
、
目
を
丸
く
し
て
見
物
し
お
っ
た
。
と
、
い
っ
た
の
ち
、
東
郷
は
し
ば
ら
く
黙
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
突
然
、
な
に
か
を
思
い
だ
し
た
か
の
よ
う
に
、
（旧）
い》つと、笑った。
（四）
船客一ｂはたびたび驚倒した。
228（13） 
ドックや客船の造船所が集中しているのは、イッシィン川の沿岸である。市はサクソン時代からあり、十二世紀十字軍はここから出
発し、十五世紀はじめエドワード三世、ヘンリー五世がひきいるフランス遠征軍も、このサザンプトンから出帆した。
いまこの市は、かっての賑わいはないが、造船や船舶の修理、石油精製、電機、合成ゴムエ業などがさかんであるようだ。イッシイ
ン川の河岸に立って、港をながめると、こんにち往き交う船もすぐなく、あたりは静寂そのものである。
対岸に平坦な土手や樹林がみられるくらいで、眺望に富んではいない。一方、市内に入ると、新旧の家が建ちならび、イギリスのど
この町でもみられる家屋が目につく。いまのリバプールもそうだが、サザンプトンは眠っているような市である。
イギリスの五、六月（洋暦）といえは、まだ薄ら寒いが、｜行は下船すると、入国審査や税関の荷物検査などをうけた。しかし、こ
ら
二
つ
の
川
に
は
さ
ま
れ
て
い
る
。
汽車をはじめて見、またそれに乗ったのは、スエズからアレキサンドリアにむかうときであった。
イギリスに留学した幕生らも、スエズではじめて薫汽車というものを見、それに乗ったとき、その神速に驚嘆している。
ながい船の旅をおえた一行は、やがてサザンプトンに着いた。が、どの東郷伝もその日時については何もふれていない。
おそらくイギリスに着いたのは、明治四年四月中旬すぎ（洋暦六月中旬すぎ）のことであろうか。
東郷ら十二名が、エジプトのアレキサンドリア港から乗った船は、Ｐ＆Ｏ汽船会社の「ペラ」号であったかも知れない。
『タイムズ』紙（一八七一・六・九付）の「船舶ニュース」によると、ぺう号は六月七日の午後四時にマルタ島を出帆し、サザンプ
トンにむかっている。「船舶ニュース」には、「同船は六月十六日にサザンプトンに着く予定である」とある。
ぺう号はマルタ島を出港してから、ジブラルタルに寄り、そこを六月十二日に出帆し、イギリスにまっすぐむかった。が、悪天候の
、
、
、
、
ため道草をくい、最終目的地のサザンプトンに着いたのは六月十九日の｝」とであった。
もし一行がのった船がぺう号だとすれば、東郷らは横浜を立って四十九日目にイギリスに着いたことになる。
サザンプトンは、イギリス南部（ハンプシャー州）にある、入江にのぞんだ港町である。
ま
ち
ロンドンの南西一一一六キロに位置し、イギリス有数の港である。｝」の港町は、東にイッシィン川、西にテスト川をひかえ、市はこれ
(14）２２７ 
郎郭るものなく、停車場に
鍬ことばがよくわから
るけ
慶
応
一
一
年
の
幕
生
ら
の
お率間のように、駅でなが
リギ
イ
ギ
リ
ス
の
玄
関
口
の
イ
ｂ
タ
ー
ミ
ナ
ス
ー行はロンドンに直行したのは事実だが、埠頭から停車場まで馬車で行き、駅（「終着駅」
とき、汽車は出たあとだった。そのため一同長時間汽車をまっ苦しいはめに陥いるのである。
サザンプトンに上陸したとき、ロンドン行の汽車はまだ六時間待たねばならぬというのに、
みつレム、ソつ
（〃）
る．ものなく、停車場に佇立六時間に及んだとのことである。
そこで一同、顔を見合すと、テーブルに置いた紙幣をやにわにポケットにおさめ、求めたエジプトタバコを手にすると、それを｝」と
（卯）
ごとく海中に投じてしまった。東郷らは税関というものの存在を知らなかったらしい。
ジョージ・ブロンド箸『東郷提督』（ジャロッズ社、’九六一年）には、一行がサザンプトンに着いたとき、埠頭で日本公使館員ら
（肌）
によって出迎一えられ、すぐさま汽車でロンドンにむかった、といったくだりがある。著者は、いったい何によってこの記事を書いたも
税官吏は、税金を払え、といっているようだが、言語不通のため、いくら払ってよいのかわからない。一ポンド出すと、まだ足らぬ、
という。さらに一一ポンド、三ポンドと増して行っても役人はいっこうに満足しない。テーブルの上に積みげて行ったポンド紙幣は、い
に
よ
っ
て
出
迎
え
ら
れ
、
す
ぐ
さ
ま
汽
車
で
ロ
ン
ド
ン
に
む
か
－
のか不明だが、おそらく書き手の空想の産物であろう。
に
と
ま
っ
た
。
こで一つ問題が生じた。
じつは一行は、スエ一
っ
の
間
に
か
タ
バ
コ
の
原
価
を
超
え
て
し
ま
っ
た
。
そこで一同、顔を見合すと、テーブルに皇
イギリスの玄関口のひとつサザンプトンに第一歩をしるした一行は、どのような印象をもったものかはっきりしない。
幕生の学生監であった川路太郎（もと外国奉行川路聖謨の嫡孫、当時二十三歳）のばあい、
くわからぬ上に、土地不案内であれば、何一
幕
生
ら
の
ば
あ
い
、
駅
の
待
合
室
で
汽
車
が
出
る
一
駅でながい時間をつぶさねばならなかった。
スエズに着いたとき、多量にタバコを購入し、得意になっていた。が、イギリスに上陸すると、それが税関役人の目
土地不案内であれば、何をどうしてよいのか思案に暮れるのもむりはない。
駅の待合室で汽車が出るまで、軽い飲物をのんでいる。が、東郷らもおそらく、
ま
た
は
「
ド
ッ
ク
駅
」
と
も
い
う
）
に
着
い
た
だ
れ
も
旅
館
に
休
息
す
る
ご
と
き
知
恵
を
有
す
待
ち
ぼ
う
け
を
食
っ
た
人
226（15） 
あ
っ
た
。
ロンドンに夜着いた一行は、昼のように明るい繁華な街のたたずまいに目をみはったことであろう。明治初年の東京の町は、夜とも
わ
い
し
よ
う
なれば暗く、また懐小な木造家屋に見なれていた日本人の目には、五階から七階もあるレンガや石づくりの家は、おどろきその‐もので
（別）
さらにそのような高層の家に入ると、まるでトン、ネルの中を通るような気がしたらしい。
む
れ
の
り
一行十一一名は、いずれも官費留学生であるから、イギリス到着の日程については、当然ロンドンの日本公使館の大弁務使・寺島宗則
（’八一一一四～九一一一）のもとに連絡が行っていただろうし、電報により、ロンドンの駅舎のほうにも館員が出迎えにおもむいたかもしれ
か
と
お
も
わ
れ
る
。
が、港に出入り｛
見
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
の
べ
て
い
る
。
ともあれ、さんざん駅で待たされた一行は、やがてサウス・ウェスターン鉄道の汽車にのり、ロンドンにむかった・
汽車のスピードは、時速約五○キロほどであったとおもわれるが、南イングランドの緑地を北東にむけてひた走り、やがてロンドン
ひ
び
（別）
に着いた．汽車催とても速く感じられ、その響きは雷のようにおもえた．サザンプトンーロンドン間約一一一一○キロを三時間ほどで走
ったものであろう。いまなら一時間半ほどの行程である。
十一一名の若者らをのせた汽車は、どこの駅に着いたのであろうか。その駅はおそらく「ウォータルー駅」（テームズ川畔）であった
いまのサザンプトンはほとんど見るべきものはなく、旧市街だけがちょっと一見の価値があるくらいである・
が、港に出入りする大小の船舶やドック、造船所を見、さらに市内に入り、教会の尖塔やレンガ造りのイギリス風家屋を珍らし気に
マ
マ
すべ
息
わ
し
ご
く
し
か
ツォザンプトンは人家も多く総て美麗を極め、縦横の鉄道のテレガラマ（電報）実に文明至極（｝」の上ないこと）なり。然し此地は造船局
そ
の
危
剥←も
ゆ
え
其他諸器械の製造等を主になせるよし。故に存外繁華にはあらず（「英航ロｕ録」）。
(16）２２５ 
イギリスにおける東郷平八郎 ない。
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
おそらく夜おそくロンドン入りをした一行は、イギリスでの第一夜を市内のホテル、たとえば「チャーリングクロス。ホテル」（ノ
ー
サ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
街
、
テ
ー
ム
ズ
河
畔
）
あ
た
り
で
す
ご
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
当時、ロンドンには華族や旧諸藩の留学生らが大勢くらしていたが、やがて一同解散し、めいめい知人の下宿へとむかったものらし
い
◎ 英都には、長州人の何噸
一行のために便宜をはかっ
やがて一行は、
しかし、ポーッマスにおもむいた日時、どこの何んという名の中流家庭に下宿するようになったものか、いまも不明である。
（町）
このとき東郷は、一一十五歳。青白い顔をし、やせていた。しかし、あかぬけしたと｝」ろがあり、どこか貴公子の風采があったというｂ
ロンドン見物に数日すごした東郷は、やがてポーッマスにむかった。
着英後、東郷見廻
し
よ
う
し
ょ
う
び梢々（だんだん）
し
ば
ロ
ン
ド
ン
（妬）
恩ひ』！、，に宿を定め、哲らく倫敦其他の見物に日を送った。
ロ
イ
ヤ
ル
・
ネ
イ
ヴ
ァ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
長州人の河瀬真孝（慶応三年～明治四年まで在京）や河北義次郎（慶応三年～明治六年まで在京）などがいて、なにかと
（閲）
便
宜
を
は
か
っ
て
く
れ
た
と
い
う
。
Ｌ
じ
ん
東郷見習士官はポーッマスに滞在し、中流士人（りっぱな人）某方に宿泊し、語学と共に英人の風俗習慣を研究する｝」と六ヶ月に及
こ
れ
（班）
之に熟すス》に至れり。
224（17） 
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
イギリスの夏といえば、ふつう五月中旬から八月中旬ごろまでを指すのである。が、文中にある「夏のおわり」ということなら、東
郷は秋九月にはすでに下宿を出てしまっており、海軍の予備校に入っていることになる。
するとかれがポーッマスの某イギリス人家庭にいたのは、わずか数ヵ月のことか。
ついで東郷は、
とある。
れ
に
は
この文章をよんだとき、わたしは「高僧ポリネー」と同人が経営するという私学校にひじょうに興味をおぼえた。
おそらく、日本公使館のほうで新聞広告をだし、海軍軍人の家でも下宿用にみつけたものか。
ポーッマスにおける東郷についてふれた、西洋人がかいた伝記としては、ジョージ・ブロンドの『東郷提督』があるのみである。そ
こ
れ
お
い
ま
マ
マ
ず
が
是に於て先づ高僧ポリネーなる者が同処に於て経営しっ凶ある学校（主として陸海軍士心願の少年を収容する）に入り、歴史、数学、図画等を
ひ
と
と
釦
（釦）
学び、一通り修得するを待って、更に海軍専門の学校に転ぜんと決心Ｉした。
（湖）
うにそれらの科ロロに打ちこんだ。
、
、
、
、
、
、
夏のおわりに（一八七一年）、東郷は下宿を出ると海軍の予備校に入学した。この種の教育機関はひさしく海軍基地があるところなら、ど｝」
にでもあった。問題の教育機関は、ある聖職者が経営するものであり、教科は歴史・数学・造機工学の製図などであった。トーゴはいっものよ
（傍点、引用者）
(18）２２３ 
イギリスにおける東郷平八郎
ロンドンを発した列車は、樹林や緑の牧草地、麦畑のなかを通りながら、南西にくだってゆく。ときどき赤やだいだい色の人家や農
家などを見る。どこまでもつづく平坦な野原や起伏に富んだ丘陵のところどころに、丸味をおびた木々やこんもりとした森などが見ら
ウォータルー駅より、午前十
約一時間半ほどの行程である。
れる。
訪れている。
「ポーッマス・ハーパー」の東側の港をへだてて、ゴスポートの町がある。また駅舎のすぐ目の前にあるのはポートシー地区である。
そこにはイギリス海軍工廠がある。一部、見学者にも開放されていて、構内のキング・チャールズ・ドックにトラファルガー海戦のと
き、ネルソン提督の旗艦であった「ヴィクトリー」号が、昔のままに保存されており、中に入って見学することができる。
ポーッマスは静かな美しい町である。サザンプトンよりは眺めははるかによい。ポーッマスには、わが国の使節や顕官らもいくどか
その生家はいま博物館になっている。
ポーッマスは、ハンプシャー州の港町である。ロンドンの南西二九キロの地にある。イギリス第一の海軍基地がある。
この町は湾に突きでた一角を占めている。ソレント海峡（イギリス本土とワイト島のあいだ）のすこしむこうにワィト島が横たわっ
ている。ランドポートには海軍の造船所があり、サウスシーは住宅地区や海岸保養地をなしている。
ヴィクトリア朝を代表する小説家チャールズ・ディケンズ（一八一二～七○）は、造船所の書記を父としてランドポートで生まれた。
そこでロンドン滞在中のある曰のこと、早朝に起き、身じたくをすませ、ポーッマスにむかった。
ウォータルー駅より、午前九時半発の列車にのった。終点の「ポーッマス・ハーパー」に着いたのは、十時五十三分であったから、
あ
き
た
け
徳
川
昭
武
の
岩
倉
大
使
の
行行
・慶応二年十一月十六日（’八六七・一二・一一）。
・明治五年七月一一十四日～’’十七日（’八七一一・八・二七～三○）。
222（19） 
製
鉄
所
な
ど
を
見
学
し
、
大
歓
迎
を
う
け
た
。
このうちもっとも有名であったのは、イーストマンとパーーーー博士の学校である。
イーストマンの「ロイヤル・ネィヴァル・アカデミー」は、退役海軍教師トーマス・イ１ストマン（？～’八六○）が一八五一年に
創設した学校である。イギリス海軍に士官候補生として入隊するための予備校である。当時、十二歳から十四歳の少年が士官候補生の
テ
ス
ト
に
合
格
す
る
と
、
艦
隊
司
令
官
や
艦
長
の
推
薦
を
え
て
幹
部
候
補
生
と
な
る
の
が
ふ
つ
う
だ
っ
た
。
校舎ははじめポートシーの聖ジョージ広場にあった。が、一八五四年九月にサウスシーのイースターン・パレード二十八番に移った。
（副）
な
ど
で
あ
る
。
「ロイヤル・
の
こ
と
で
あ
る
。
岩倉大使一行は、操練用のウェリントン公号、フリゲート艦ナナキ号、水夫の訓練船、ネルソン提督のヴィクトリー号、スピットヘ
ッ
ド
に
碇
泊
中
の
艦
隊
な
ど
を
お
も
に
見
学
し
て
い
る
。
君子一行は、エドワーズ少佐に案内されてポーッマスに着くと、兵員輸送船・砲術練習艦・装甲艦などを見てまわり、ついで造船所。
それ臆ボーッマスの対岸（フニリーで六○○メートル）ｌゴスボートの町のクラレンス広場二十三番地にあった、
「ロイヤル・ネイヴァル・アカデミー」
さ
て
、
東
郷
が
ま
な
ん
だ
学
校
の
こ
と
で
あ
る
。
一
八
七
○
年
代
、
ポ
ー
ッ
マ
ス
に
は
陸
海
軍
の
予
備
校
が
三
校
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
イ
ー
ス
ト
マ
ン
の
パ
ー
ニ
ー
博
士
の
フ
ォ
ス
タ
ー
家
の
「ロイヤル・ネイヴァル・アカデミー」（一八五一～一九六○）
「ロイヤル・ネイヴァル・アカデミー」二七九一～’九○四）
「スタビィングトン・ハウス・スクール」（’八四○～一九六二）
(20）２２１ 
イギリスにおける東郷平八郎 八一一一二年十二月に亡くなった。その跡を引きついだのは、
た
◎ 一
九
四
六
年
か
ら
一
九
五
四
年
ま
で
、
校
舎
は
「
ポ
ー
ッ
マ
ス
・
グ
ラ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
」
の
寄
宿
舎
と
し
て
用
い
ら
れ
、
一
九
六
○
年
代
に
取
り
こ
わ
さ
（躯）
れ、いまその跡地に「ファスネット・ハウス」（アパート）が建っている。
バ
ー
ニ
ー
博
士
（
？
～
一
八
三
二
）
の
「
ロ
イ
ヤ
ル
・
ネ
イ
ヴ
ァ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
は
、
法
学
博
士
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
パ
ー
ニ
ー
が
、
一
七
九
一
年
に
ゴ
ス
ポ
ー
ト
の
町
の
ク
ラ
レ
ン
ス
広
場
二
十
三
番
地
に
創
設
し
た
予
備
校
で
あ
る
。
そ
の
名
は
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
み
な
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
じ
ゅ
う
に
も
聞
こ
え
て
い
として有名であった。
一
八
六
○
年
、
校
長
の
イ
ー
ス
ト
マ
ン
は
亡
く
な
り
、
ピッカーネル（一八一一一三～’九○一）である。
ス
ピ
ッ
カ
ー
ネ
ル
亡
き
あ
と
も
学
校
は
存
続
し
、
ツ
ト
・
パ
ー
ニ
ー
が
後
継
者
と
な
り
、
校
長
に
Ｅ
・
Ｌ
ａ
教員としては、つぎの面々が顔をつらねていた。
１つ パーーーーは、バイロンやシェリーといった著名な詩人ばかりか、当時名の知られた海軍の軍人らとも交友があったらしい。かれは一
ヘ
ン
リ
ー
が
亡
く
な
る
と
、
エ
ド
ワ
ー
ド
（
あ
だ
名
は
、
”
タ
ッ
ド
”
）
が
経
営
を
一
手
に
ひ
き
う
け
た
。
や
が
て
か
れ
も
亡
く
な
り
、
長
男
の
牧
師
ア
ム
ャ
ト
・
パ
ー
ニ
ー
が
後
継
者
と
な
り
、
校
長
に
Ｅ
・
Ｌ
・
シ
ウ
ェ
ル
を
す
え
た
。
人
の
む
す
カ
レ
ツ
ジ
ェ
ド
ワ
ー
ド
・
パ
ー
ニ
ー
牧
師
（
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
モ
ー
ド
リ
ン
学
寮
卒
、
修
士
）
ヘンリー・パーーーー（法学博士）
［氏名］
フ
ラ
プ
・
ス
ミ
ス
（鋼）
こである。
・海軍諸科
［担当教科］
一
九
二
年
以
後
も
「
イ
ー
ス
ト
マ
ン
の
予
備
校
」
そ
の
跡
を
引
き
つ
い
だ
の
が
イ
ー
ス
ト
マ
ン
未
亡
人
と
再
婚
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
イ
ー
ス
ト
コ
ッ
ト
・
ス
220（21） 
一八八九年ごろ、学校は一
校長として経営にあたった。
先に引いた教師たちは、‐
し
か
し
、
学
校
経
営
は
か
な
ら
ず
し
も
順
調
に
ゆ
か
ず
、
フ
ラ
ブ
・
ス
ミ
ス
の
死
に
つ
づ
い
て
、
校
長
シ
ウ
ェ
ル
が
不
慮
の
死
（
溺
死
）
を
と
げ
る
と
、
教
員
ら
と
経
営
者
ア
ム
ャ
ッ
ト
と
の
関
係
が
険
悪
に
な
り
、
退
職
し
て
ゆ
く
者
も
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
何
よ
り
も
他
の
予
備
校
（
イ
ー
ス
ト
マ
ン
、
ス
タ
ビ
ィ
ン
グ
ト
ン
な
ど
）
と
の
競
合
も
あ
っ
た
。
一八八九年ごろ、学校はフレデリック・ジョージ・ジョンソン師（ケンブリッジ大学卒、修士）に売却され、同人は一九○四年まで
ある。
プロスペクタス（弧）
パーニーーの学校の「内容紹介」（一八七○年）が残っている。それにはつぎのように書かれている。
挫刈訂》与川密洲鮒鮒鮒川一もとイギリス海軍の下士官
パイパー：。。：：：・・・・・・・・・・・・・・・・・・：ドイーツ雲咀
バ
ッ
グ
・
ク
レ
イ
ト
ン
…
…
…
…
…
陸
海
軍
諸
科
パロン：。：。・・・：・・・：：。。；：：・・・：：フープンス雪咀
ルグロ・…………・……………・…ラグビー
ペ
ッ
カ
ー
・
ウ
ッ
ド
マ
ン
…
…
…
…
同
右
ヘ
イ
ハ
ウ
ス
…
…
…
…
…
…
…
…
…
同
右
ゴ
ス
ポ
ー
ト
の
ザ
・
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
学
校
案
内
学
校
は
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ジ
｜
た
っ
た
。
が
、
こ
の
年
に
廃
校
に
な
っ
た
。
十
九
世
紀
中
ご
ろ
に
勤
務
し
て
い
た
者
た
ち
だ
が
、
こ
の
う
ち
の
何
人
か
か
ら
、
若
き
日
の
東
郷
は
お
し
え
を
受
け
た
は
ず
で
(22）２１９ 
イギリスにおける東郷平八郎
ｌ
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
図
画
蒸
気
学
築
城
学
、
幾
何
学
的
図
形
葱
ど
．
こ
れ
ら
の
科
目
は
、
｜
季
に
つ
き
、
｜
ギ
ニ
ー
で
す
．
ポ
ー
ト
こ
ぎ
（
入
浴
付
）
、
体育は、｜季につき半ギーーーです。
本校は、一七九一年に故ウィリアム・パーーーー博士によって設立され、多年光栄にも故ウィリァム四世陛下の庇謹をうけました。故プリンス
アルパート殿下も後援者でした。教育方式は自由かつ総合的であり、近代語にじゅうぶん注意が払われ、教授が二名おります。
校舎は大きく、ひろびろとしたすばらしいかっこうの広場にあります。向い側には、海軍工廠が、またとなりはポーッマス港です。このよう
な立地条件は、陸海軍の生徒に多くの便宜をあたえています。
生徒の使用に供するため、十四本のオールのついたポートが四隻あります。生徒は海に入ったり、泳法をまなんだりできる利点があります。
生
徒
の
使
用
に
供
す
る
た
め
、
十
四
本
の
オ
ー
ル
の
つ
い
た
ｒ
そ
の
と
き
は
い
つ
も
教
師
や
老
練
な
こ
ぎ
手
が
付
き
そ
い
ま
す
。
本
校
に
お
い
て
、
若
い
（修士）エドワー
（修士）Ｅ・Ｌ
ら
が
教
育
い
た
し
ま
す
。
勉強部屋や教室は、大きく便利です。すばらしい図書室や広々とした校庭や野原もあります。学内における生徒の扱いには、格別の注意が払
紙
、
ペ
ン
、
イ
ン
キ
、
机
、
教
会
の
座
席
な
ど
は
、
｜
季
に
つ
き
一
ギ
ニ
ー
で
す
。
洗
た
く
代
は
、
一
季
に
つ
き
一
ギ
ー
ー
ー
で
す
。
料金は、十六歳以下の生徒は年額五○ギーーー、十六歳以上は年額六○ギニーです。
この中には、じゅうぶんな古典ならびに英語教育のあらゆる分野について受講できる代金が含まれています。
パ
ト
ロ
ン
後
援
者
女王陛下、
つ
ぎ
の
科
目
は
、
別
料
金
で
す
。
Ｅ
・
Ｌ
・
シ
ウ
ェ
ル
（
副
校
長
）
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
殿
下
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
公
殿
下
て
、
若
い
紳
士
諸
君
は
、
陸
エドワード・パーーーー師 陸海軍、行政事務、学問的職業、パブリックスクールなどの世界に入るための予備教育をうけます。
218（23） 
休
暇
は
真
夏
に
六
週
間
、
ク
リ
ス
ヨ
休暇中、試験にそなえて特別の準壁
当
校
に
入
学
す
る
若
い
紳
士
諸
君
は
、
などを持参し、名前をはっきり記しておかねばなりません。生徒が使えるこづかい銭は、十二歳になるまでは週に六ペンスだけです。
十
二
歳
に
な
れ
ば
、
身
内
の
許
可
を
え
て
、
一
シ
リ
ン
グ
使
え
ま
す
。
、
、
、
、
休暇がおわったら、生徒はなるべく期限まで、きちんと学校にもどることを切にお願いしておきます。また、生徒は一ギーーー以上の大金をも
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
取
り
決
め
が
あ
る
の
は
、
生
徒
た
ち
の
健
康
を
増
進
さ
せ
、
快
適
に
す
ご
さ
せ
る
た
め
な
の
で
す
。
休暇は真夏に六週間、クリスマスのときも同じです。夏休みは、六月十六日ごろに、クリスマス休暇は十二月十六日にはじまります。
休暇中、試験にそなえて特別の準備をせねばなりません。料金は週に三ギーーーです。
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
１１士官学校に入学するか、もしくは陸海軍に入隊する場合をのぞき、退学するときは、四半期まえに通知し、かつ必要な費用を支払ってく
請求書は、真夏とクリスマスのときに作成され、休暇中または若い紳士諸君が学校にもどるときに支払うよう願います。
〔注意〕
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服
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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一
一
着
オーバー…・・………………・……一着
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シ
ャ
ツ
寝
巻
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
四
枚
綿のくつ下・……・………………・八足
ウ
ー
ス
テ
ッ
ド
の
く
つ
下
…
…
…
…
六
足
ブ
ー
ツ
深靴または靴：…………・………一一一足
ハンカチ……・・…………・………六枚
タ
オ
ル
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
枚
く
し
と
ブ
ラ
シ
…
…
…
…
…
…
…
…
｜
組
銀
製
の
フ
ォ
ー
ク
と
ス
プ
ー
ン
…
…
一
組
７
 
１
 
し
か
し
、
２Ｊ
 
４
 
２
 
く
け
い
ま
引
い
た
三
つ
の
資
料
か
ら
、
東
郷
が
学
ん
だ
予
備
校
の
輪
郭
が
み
え
て
く
る
。
お率「ロイヤル・ネィヴァル・アカデミー」は、全寮制の学校であり、東郷はじぶんよりもずっと年下の少年らと起臥を辻〈にしたことで
判ある。かれは年かさの人であったから、授業料も高く、年額六○ギニー以上払ったものか。教わった教科は、はっきりしないが、数学・
イ
歴史・海軍諸科・図画（別料金）などであったろうか。東郷は｝」れらの普通学に加えて、体育の一環として球技やポートこぎなどをゃ
スにおける東郷平八郎とある。
（妬）
‐とあり、『ホワイトのハンプシャー史ならびにワイト島史』（’八七八年）に、
（弱）
さらに『郵便局の住所氏名録』（一八七五年）を見る１と、
ゴ
ス
ポ
ー
ト
の
ク
ラ
レ
ン
ス
広
場
に
あ
る
、
ゴ
ス
ポ
ー
ト
・
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
陸
海
軍
に
入
る
生
徒
の
た
め
の
大
き
な
全
寮
制
の
学
校
で
あ
る
。
経
営
者
は、法学博士ヘンリー・パーーーーと修士エドワード・パーーーー師である。同校は九十年ほど前に創立されたものである。
※紳士諸君は、陸軍将校の任命辞令をもらうためにも、競争試験にじゅうぶん備えねばなりません。英国海軍や英国海兵隊に入隊したり、
す
ぐ
に
サ
ン
ド
ハ
ー
ス
ト
や
ウ
ー
リ
ッ
ジ
の
陸
軍
士
官
学
校
に
入
学
し
た
り
、
あ
る
い
は
文
官
勤
務
に
つ
い
た
り
、
海
運
界
に
入
っ
た
り
す
る
に
し
て
も
、
こ
の
学
校
で
ま
な
ん
だ
生
徒
は
い
ろ
い
ろ
有
利
で
す
。
ださい。
修
士
エ
ド
ワ
ー
ド
・
パ
ー
ニ
ー
師
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
寄
宿
学
校
の
校
長
。
ク
ラ
レ
ン
ス
広
場
。
※
英
国
海
軍
ま
た
は
英
国
海
兵
隊
の
推
せ
ん
を
う
け
た
あ
と
か
ら
、
特
別
な
準
備
の
た
め
の
授
業
を
う
け
る
生
徒
は
、
｜
力
月
一
○
ギ
ー
ー
ー
申
し
う
け
ま
す
。
216（25） 
い
た
い
し
そこから屋内に入るＬ」、暗くてせまい、板石を敷きつめた通路がある。その端にあるのは、大食堂、洗面所、トイレなどである。大
食堂のうえは大教室。そこは「海軍クラス」をのぞき、すべてのクラスを収容できるほどの広さがあり、図書室をそなえていた。
「海軍クラス」は独自の寝室をもっており、そこで六、七名の生徒が、寝起きしていた。生徒数は、多い年と少ない年があるにせよ、
きっと東郷もそういった寝室で、少人数の同室者と起臥をともにしたにちがいない。寝室は二階にあり、そこの窓から湾を見ることが
パーーーーの予備校は、ポーッマス湾のすぐそばにあったから、海軍の予備教育を施すのにうってつけの場所でもあった。当時の学校
を
写
し
た
写
真
は
未
見
だ
が
、
校
舎
を
描
い
た
版
画
（
写
真
参
照
）
が
の
こ
っ
て
い
る
。
それを見ると、建築物はジョージ王朝風であり、互いに通じており、行き来できるような構造である。屋根つきの玄関と大きな窓を
もつ三階建の堂々とした建物であり、その回りを鉄柵がとりかこんでいる。正面にむかって左側の海には艦船がうかび、校庭では少年
た
ち
が
め
い
め
い
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
、
な
わ
飛
び
、
輪
回
し
な
ど
の
遊
び
に
ふ
け
っ
て
い
る
。
一
方
、
手
押
し
車
を
ひ
い
た
焼
き
栗
売
り
の
す
が
た
も
見
ら
れ
る
。
校
舎
の
内
部
、
そ
こ
で
の
生
活
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
興
味
は
な
か
な
か
尽
き
な
い
。
東郷より約二十年後、パーニーの予備校にまなび、のちダートマスの「プリタニァ」号に搭乗したＡ・マクダーモットは、在学した
（師）
当
時
の
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
あ
り
し
日
の
｝
」
の
予
備
校
の
よ
う
す
を
想
像
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
む
ね
ジョージア朝風の校舎に入るとき、生徒は建物正面の玄関□を利用する｝」とをゆるされなかったにせよ、各棟には、生徒用の出入口
があった。
ら
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
消燈は、午後九時。』
「海軍クラス」の始業
の入口のところに立つ。
できた。
せ
ん
こ
う
也時。毎晩九時きつかりに、哨艦が号砲をはなつと、そのＬこき赤い閃光をみることができた。
の始業は、午前七時である。その一、二分前になると、｜方の手に懐中時計、もう片方にムチをもった校長が、教室
(26）２１５ 
イギリスにおける東郷平八郎言及されている。
在
籍
期
間
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
なにしろ寝室は、
ら
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
吸
取
紙
を
使
う
時
間
す
ら
な
か
っ
た
。
それゆえ練習問題集などを閉ざすとき、ページをインクでよごさないように、あわてて吸取紙を使わねばならなかった。
リ
ク
リ
エ
イ
シ
ヨ
ン
学
校
で
は
、
各
生
徒
が
受
験
に
成
功
す
る
よ
う
、
教
師
の
き
び
し
い
薫
陶
を
う
け
た
と
お
も
え
る
が
、
毎
年
、
気
晴
ら
し
と
し
て
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
や
ヨ
ッ
ト競技が行なわれたというから、東郷も弟のような少年らとそれに加わったことであろう。また夜、生徒らはベッドのなかに入ると、
ふ
ざ
け
た
り
、
ば
か
騒
ぎ
を
す
る
の
を
常
と
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
と
き
騒
ぎ
を
静
め
に
生
徒
監
を
す
っ
飛
ん
で
き
た
。
な
に
し
ろ
寝
室
は
、
ち
ょ
う
ど
校
長
の
食
堂
の
真
う
え
に
あ
っ
た
か
ら
、
生
徒
ら
の
ど
た
ぱ
た
が
は
じ
ま
る
と
、
校
長
は
す
ぐ
生
徒
監
に
よ
う
す
を
見
に
や
ほんのわずかでも定刻におくれると、たいへんである。校長のムチがすぐ飛んで来て、一肩甲骨をこつぴどくたたくからである。生徒
一同が着座すると、授業がはじまるのだが、どのような教材を用いたものか明らかでない。
す
ず
パ
ー
ニ
ー
の
予
備
校
で
は
、
粗
末
な
も
の
だ
が
、
生
徒
は
早
く
か
ら
ガ
ラ
ス
と
錫
で
で
き
た
万
年
筆
（
一
本
一
シ
リ
ン
グ
）
を
使
っ
て
い
た
ら
し
い
。
生
徒
は万事きびきびとじん速に行動するよう仕込まれるため、｜分一秒ですらむだにできなかった。だから授業中、エンピッをけずったり、
東郷がケンブリッジの牧師宅に下宿したといった記事は、『聖将東郷全伝』にみられるし、ジョージ・ブロンドの「東郷提督』にも、
東
郷
が
こ
の
バ
ー
ニ
ー
の
予
備
校
で
ま
な
ん
だ
の
は
、
明
治
四
年
七
月
中
旬
（
’
八
七
一
・
九
）
ご
ろ
か
ら
翌
年
の
夏
ま
で
の
一
ヵ
年
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
一一一
ア
ー
サ
ー
・
ダ
グ
ラ
ス
・
ケ
イ
ペ
ル
師
つ
い
で
東
郷
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
日
本
公
使
館
の
世
話
で
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
移
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
ん
ど
は
新
た
に
は
じ
め
る
こ
と
に
と
く
に
問
題
は
な
か
っ
た
。
か
れ
の
仕
事
と
い
う
の
は
、
高
等
数
学
の
一
部
を
ま
な
ぶ
こ
と
で
あ
っ
た
。
東
郷
の
カ
リ
214（27） 
と述べている。
「Ａ・Ｄ・ケイベル師」
と
は
、
い
か
な
る
人
物
で
あ
っ
た
の
か
。
ゆは
け、
るロ
。、‘
ス
・
ケ
イ
ペ
ル
と
い
う
。
（羽）
またアーサ１．ロイードの『東郷提督』（’九○五年）は、
と
こ
ろ
で
、
東郷の数学の師となるケイペルは、’八三七年五月一一一日ソールズベリー（イギリス、ウィルトシャ州の町、ロンドンの西一一一一七キロ）
ま
た
東
郷
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
ど
こ
で
暮
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
た
し
は
こ
れ
ら
二
つ
の
疑
問
を
と
く
た
め
に
、
ロ
ン
ド
ン
の
キ
ン
グ
ス
ク
ロ
ス
駅
よ
り
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
む
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
こ
の
学
都
、
ロ
ン
ド
ン
の
北
八
○
キ
ロ
に
位
置
し
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ャ
ー
の
州
都
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
急
行
を
利
用
す
れ
ば
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
一
時
間
ほ
ど
で
ま
ず
Ａ
・
Ｄ
の
頭
文
字
は
、
ア
ー
サ
ー
・
ダ
グ
ラ
ス
か
ら
と
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
従
っ
て
こ
の
牧
師
の
正
式
名
は
、
ア
ー
サ
ー
・
ダ
グ
ラ
ケ
イ
ペ
ル
氏
が
わ
た
し
た
ち
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
東
郷
は
イ
ギ
リ
ス
に
到
着
し
、
訓
練
船
「
ウ
ー
ス
タ
ー
」
号
に
の
る
ま
で
の
間
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
で
数
ヶ
（㈹）
月
か
れ
の
世
話
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
キ
ュ
ラ
ム
と
そ
の
手
配
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
日
本
公
使
館
の
契
約
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
公
使
館
は
、
Ａ
・
Ｄ
・
ケ
イ
ペ
ル
師
と
い
う
、
か
っ
こ
う
な
家
庭
教
師
を
見
つ
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
牧
師
は
東
郷
を
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
あ
る
自
宅
に
迎
え
入
れ
（羽）
た。
(28）２１３ 
イギリスにおける東郷平八郎堂として用いられている。
カ
レ
ッ
ジ
のちイギリス本国にもどり、一八五六年六月、ケンブリッジの「コーパスクリスティ学寮」に自費生として入学し、’八六五年十月
（い）
「セント。ジョンズ学寮」に転じた。一八六九年に学士号を、一八七一一年には修士号を取得Ｉした。
テ
ニ
－
夕
Ｉ
学歴のほうは以上の通りだが、一八五七年から六一一一年まで、母校のビショップ・カレッジで個人指導教師の職にあった。
デ
イ
コ
ン
’八六一二年、執事（イギリス国教）となり、翌一八六四年までドーセット州ワラム教会で副牧師をつとめた。その後、ソールズベリ
ーの副牧師となり、さらに一八六九年から一八七三年まで、ケンブリッジのセントメアリ・ザ・レス教会の副牧師をつとめた。
東郷がゴスポートからケンブリッジに移ったのは、明治五年（’八七二）の夏から秋にかけてであろうか。その正確な時期はあきら
かでない。が、ケィペルがケンブリッジのセント・メアリ・ザ・レス教会にいたこの間に、東郷はこの学都で暮らしたとおもわれる。
ケィペル師の一八七四年から一八九○年までの十六年間の経歴は、空白となっている。
一八九一年から一九○四年まで、かれはミドルセックス州チェルシー（ロンドンの西部、テームズ川の左岸）にある「サウス・ウェ
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
ロ
イ
ン
ス
テ
イ
テ
ュ
ー
ト
スタン化学技術専門学校」の講師となり、数学や力学をお－しえた。
晩年、ケィペルはセント・アンズ・オン・ザ・シー（イングランド西部、ランカシャー州の海岸に面した町）のサンディ・ノウルで
（枢）
くらし、’九一一一年六月十一一一日に亡くなった。享年八十四歳。
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ポ
タ
ニ
カ
ル
・
ガ
ー
デ
ン
ｐ
１
ド
さて、ケィペル師の住居ｌすなわち、東郷の下宿ｌは、ケンブリッジの「大学植物園」にほど近い、シャフッベリ「街
の
セ
ン
ト
・
ト
マ
ス
病
院
に
お
い
て
、
牧
－
ル
の
ひ
と
つ
「
モ
ー
ル
パ
ラ
・
カ
レ
ッ
「ビショップ・カレッジ」に学んだ。
建物は街路樹におおわれた、閑静な住宅地にいまもある。大きな庭の付いたその住居は、現在「ドイツ・ルター派教会」の教区教会
○ ケィペル師宅での東郷の生活態度は申しぶんなく、他の生徒らの模範となるものであった。東郷は日曜日になると教会に出かけ、や
（㈹）
｜番地である（写真参照）。
、ス病院において、牧師サミュェル・リチャード・ケイペルの子として生まれた。学齢に達すると、名門パブリックスク
「モールパラ・カレッジ」に進み、同校を経てカナダのレノックスヴィル（ケベックの南、シャーブルック州の町）の
212（29） 
と呼ばれる所がそれである。
が
て
好
ん
で
讃
美
歌
を
歌
う
ま
で
に
な
っ
た
、
し
か
し
、
東
郷
の
英
語
力
は
、
イ
ギ
リ
ス
』
ケ
イ
ペ
ル
は
述
べ
て
い
る
。
しかし、数学だけは進歩が早く、のちに数学の問題について論じるだけの英語を、どうにか話せるようになったらしい。
東郷はケンブリッジの牧師宅で数学をしばらく学んだのち、ロンドンに移り、マルコム・ハドソン方（ビショップゲイトにちかいク
ロスピィ広場五番地）に下宿し、イギリス側から代案として示された商船学校に入る準備をしたものとおもわれる。
かれの壼悲は、ダートマスの海軍兵学校に入ることであったかも知れないが、先にのべたような事情から外国人には兵学校入学は許
されなかったので、日本公使館がさがしてくれた航海学校か海員養成所のような所でがまんせざるをえなかったようだ。
東郷のつぎの移動先は、
「グリンハイズ」
ブ
リ
ッ
ジ
》」んにちこの村に行くには、ロンドン橋駅からブルーウォーター行の電車にのらねばならない。
ロンドンを隔ること二十一マイル、約四○分ほどの行程である。
四番線ホームを出た電車は、テームズ川の土手にそうようにして北東にむかう。しばらくすると、樹林の中に入ったり出たりする。
ケ
ン
ト
州
ｌ
テ
ー
ム
ズ
河
畔
の
小
さ
な
村
だ
っ
た
．
四
「テームズ・ノーティカル・トレーニング・カレッジ」
（桁）
かれ（東郷）は、ほとんど英語を知らなかった。その進歩は、病気や生来ことばを学ぶ能力に欠けていたせいか、ひじょうにのろかった。
イギリスに着いてからも著しい進歩はなかったようだ。
（側）
１とい》っ。
(30）２１１ 
イギリスにおける東郷平八郎
シん
船畑テでグ
舶、１いり
すめた。
入った。
人
家
が
、
ち
ら
ほ
ら
見
え
か
く
れ
す
る
。
と
き
ど
き
ト
ン
ネ
ル
の
中
に
入
る
。
や
が
て
川
岸
に
建
ち
な
ら
ん
だ
工
場
や
倉
庫
や
住
宅
な
ど
が
目
に
と
び
こ
ん
で
く
る
。
何
の
風
情
も
な
い
景
色
を
み
て
い
る
う
ち
に
、
電
車
は
グ
リ
ン
ハ
ィ
テームズ川に突き出た沼沢地スワンクームは、村から二マイルほどの距離だが、土手道や丘陵をとおって歩いてゆくと、トゥモロコ
（仰）
シ畑、牧草地、果樹園、ポップ栽培園などが見られた。しかし、十九世紀になると、この田園地琶市も開発の波に洗われるようになった。
船舶用の石炭庫、倉庫、鉄道にくわえて、壁紙工場やセメントエ場などがつくられ、さらに石灰石の採石場が出現し、ますます自然
す
い
せ
き
を破壊していった。グリンハイズ一帯の地は、石灰岩にくわえて燧石（火打石として用いる）が豊富にとれた。とくに石灰石は、年間
ズの小さな駅についた。
んでいた。
風景といっても、とても絵のようなおもむきはなく、ましてや目をたのしませてくれるものも何もない所である。川にむかって、左
の方向に大橋と船、石油タンク、対岸には工場の倉庫のようなものが見えるだけである。
しかし、東郷がいた十九世紀末期、いやずっとそれ以前の十七、八世紀のグリンハィズ村は、とても景色のよいところであった。
ことにテームズ川に浮かぶ船から見た風景は、絵のように美しかった。赤い屋根をもった小さな家、高くそそり立った石灰岩の崖、
こ
と
に
テ
ー
ム
ズ
川
に
浮
か
ぶ
船
か
ら
見
た
風
景
は
、
（粥）
ス
ワ
ン
ク
ー
ム
の
濃
緑
色
の
森
な
ど
が
人
目
を
ひ
い
た
。
グリンハイズの村そのものは、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
村
の
人
口
は
、
約
千
二
百
名
。
老
齢
の
駅
員
の
は
な
し
で
は
、
い
ま
は
三
、
四
千
人
ほ
ど
だ
と
い
う
。
い
っ
た
い
東
郷
は
、
い
つ
ご
ろ
こ
の
グ
リ
ン
ハ
イ
ズ
村
に
や
っ
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
か
れ
の
移
動
の
時
期
は
、
明
治
六
年
（
’
八
七
三
）
の
夏
も
し
く
は
秋
で
な
か
っ
た
か
と
お
も
わ
れ
る
。
わたしはグリンハイズの駅で降りると、テームズ川にむけて歩きだし、その茶褐色の水をみながら、村の中心にむけてさらに歩をす
めた。やがて村落を抜け、河畔の散歩道にいたった。そこのベンチにすわり、しばらく気がぬけたように、川の水や対岸の風景に見
お
せ
じ
に
も
き
れ
い
と
は
い
え
な
か
っ
た
が
、
村
の
周
辺
は
自
然
を
む
き
だ
し
に
し
た
よ
う
な
所
で
あ
り
、
景
趣
に
富
210（31） 
もともと修道院が建つまえは、ノルマン人の砦があった所である。エドワード一一一世（’一一二一一～七七、’一一一一一七～七七まで在位）の
御世、グレーヴゼンド（ケント州北西部、テームズ川にのぞむ港町）の市長エドワード・リューカスは、はじめて修道院を建立した。
当時は、小修道院に属する邸宅といったような建物であり、エドワード六世（一五三七～五一一一、一五四七～五三年まで在位）の御世
それはヨーロッパの町や村によく見かける、酒場とホテルをかねた建物である。
村
の
目
抜
き
通
り
の
は
し
、
河
畔
に
ち
か
い
と
こ
ろ
に
い
ま
も
あ
る
。
東郷がいたころ、セィラ・ヴィートゥという名の女性が経営していた。ホワイト亭は、航海学校にまなぶ生徒の親たちに人気のある
場所であった。なにしろ村にたった一つしかない宿屋だし、子供のようすを見にやって来た親は、そこに泊るしかなかった。
（相）
宿は清潔な》つえ、きちんとした料理をだした。生徒の外出は、規則があってなかなかうるさかったから、親といっしょでないと中に
宿
は
清
潔
な
う
え
、
き
ち
，
入
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
がある。
（冊）
数千トンＪｂ採掘され、スタフオードシァ（イギリス中西部の州）の陶器工場に送られた。
グリンハィズの美観をいちばんそこねたのは、石灰岩の採石場であった。
グリンハィズは、ローマ人、サクソン人、ノルマン人などが足跡を残す古い村である。ウォットリング街と呼ばれている旧ローマ街
道にも近く、その側道を通って村の中心にむかうのである。
ヴィクリァ時代、村には造船所、航海学校、ヨットクラブ、居酒屋兼宿屋、修道院、人家があった。とくに航海学校の関係者にとつ
で．ある。
ていちばん重要であった建物の一つは、
「ホワイト・ハート亭」
村のとなりは、イングレス公園（約二○エーカー）である。その緑地のなかに、グリンハイズの数少ない歴史的建造物のひとつ、
ア
ベ
イ
「イングレス修道院」
(32）２０９ 
イギリスにおける東郷平八郎
そ
の
後
再
建
さ
れ
、
十
八
世
に
デ
ポ
ン
シ
ャ
公
ダ
ン
キ
ャ
ノ
ン
卿
の
手
に
わ
た
っ
た
と
き
、
白
亜
の
崖
の
下
に
段
丘
を
も
っ
た
公
園
が
つ
く
ら
れ
、
さ
ら
に
何
人
も
の
手
を
経
て
、
一
九
二
○
年
代
航
海
学
校
の
も
の
と
な
っ
た
。
や
か
た
（釦）
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
館
と
も
い
う
べ
き
、
イ
ン
グ
レ
ス
修
道
院
を
つ
く
る
と
き
、
ロ
ン
ド
ン
橋
の
石
材
を
用
い
た
と
い
う
。
と
あ
る
。
が
、
じ
っ
さ
い
は
十
八
ヵ
月
ほ
ど
で
あ
一
（則）
しかし、同船の訓練生の名簿には、曰。、○
一八七三年の盛夏であり、学校を出たのは弱
こういった航海学校の入学者の年齢は、‐
、
、
、
、
、
、
、
、
っわり、十歳も若く登録し、十六歳とした。
東
郷
が
入
学
し
た
学
校
で
は
、
テ
ー
ム
ズ
川
に
借
ウースター号というのは、備砲五○門の〆
「テームズ
に入学した。
に、取りこわされた。
古い川港の村Ｔ－ｌグリンハイズの、
かれがこの学校に在籍したのは、『聖将東郷全伝』では、
さて東郷は、
け
い
せ
つ
、
、
、
、
「ウースター」号にあって、実地と学術に、蛍雪の苦を積むこと前後一一年であって、
・
ノ
ー
テ
ィ
カ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
カ
レ
ッ
ジ
」
、
、
、
、
肘しっさいは十八ヵ月ほどであったらしい。
名簿には、曰ｏｍＰ四の颪（・ずの．……］、『②～］ヨーとある。一八七三年といえば、和暦の明治六年だが、入学は
（砲）
学校を出たのは翌一八七四年のクリスマスであった。
学
者
の
年
齢
は
、
十
六
歳
か
ら
十
八
歳
ぐ
ら
い
が
ふ
つ
う
だ
が
、
東
郷
は
こ
の
と
き
二
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
年
齢
を
ぃ
テームズ川に停泊している訓練船（「ウースター」号）を教育の場としている。
ズ
イ
・
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
イ
備
砲
五
○
門
の
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
で
あ
る
。
海
軍
本
部
に
願
い
で
て
、
訓
練
用
に
貸
与
さ
れ
た
も
の
で
（傍点、引用者）
208（33） 
ある。
（卵）
その後さらに移動し、永住の地グリンハイズにやって来たのは、一八七一年十一一月のことだった。
東郷は、グリンハィズに移動して何年もたたぬウースター号で、約一年八ヵ月訓練をうけるのだが、同艦の教育目標は、パブリック
キ
ヤ
デ
ッ
ッ
スクールや中等学校でおこなわれるものと変らぬ教育を、練習生にほどこす｝」とにあった。
教育は、一般科目と実地訓練からなり、普通学は、校長の下にいる八名の助手（教）が担当した。実地訓練のほうは、艦長（校長）
の下にいる、一等航海士と二等航海士、六名の下士官があたり、操船術のじっさいその他を教えた。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
ン
ド
（
テ
ー
ム
ズ
河
口
の
町
）
に
移
動
し
た
。
そ
の
後
さ
ら
に
移
動
し
、
永
住
の
地
グ
リ
ン
東
郷
は
、
グ
リ
ン
ハ
イ
ズ
に
移
動
し
て
何
圧
同
艦
が
グ
リ
ン
ハ
イ
ズ
に
や
っ
て
来
る
ま
で
の
経
歴
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
一八六二年五月……………………………プラックウォル・リーチ（地名不詳）
一八六一一一年九月～一八六九年七月………エリス（テームズ川河畔の町）
エリスという村は、健康上からいって、訓練生にふさわしい場所でなかったようで、ウースターは同所をはなれ、いったんサウスエ
英
語
代
数
気
象
学
［実地訓練］
二股科目］
フランス垂叩
天
文
学
磁
気
学
地
理三角
法
測
量
学
航
海
理
論
と
そ
の
実
際
海聖
図書
(34）２０７ 
イギリスにおける東郷平八郎 な
ど
か
ら
な
り
、
東
郷
は
こ
れ
ら
の
科
目
を
ひ
と
わ
た
り
学
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
一
八
七
五
年
（
東
郷
が
入
学
し
て
二
年
後
の
明
治
八
年
）
度
の
日
課
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
二
八
七
五
・
九
・
四
、
土
曜
日
］
午
後 午
前
ロ
ー
プ
の
結
び
方
添
え
板
継
ぎ
帆
づ
く
り
航
海
用
具
の
使
用
法
方
位
測
定
信
号
法
（別）
蒸
気
・
電
気
・
造
船
な
ど
に
関
す
る
学
科
九
時
…
…
…
…
…
…
…
英
語
ク
ラ
ス
の
生
徒
は
授
業
、
航
海
ク
ラ
ス
の
者
は
、
上
甲
板
洗
い
。
十
一
時
四
十
五
分
…
…
…
帆
を
張
る
。
砲
お
よ
び
木
造
部
の
そ
う
じ
。
十二時四十五分………食卓の準備。
七
時
四
十
五
分
…
…
…
各
ク
ラ
ス
の
出
席
者
、
一
三
七
名
。
療
養
中
の
者
、
七
名
。
計
一
四
四
名
。
五
時
十
五
分
…
…
…
…
食
卓
の
準
備
。
五
時
…
…
…
…
…
…
…
上
陸
し
た
訓
練
生
の
帰
艦
。
ポ
ー
ト
を
引
き
あ
げ
、
掃
除
。
三時…………………乗組員、入浴。
八
時
…
…
…
…
…
…
…
祈
と
う
と
朝
食
。
五
時
半
…
…
…
…
…
…
総
員
の
点
呼
。
七時…………………掃除と点検。
四
時
半
…
…
…
…
…
…
召
艇
信
号
を
か
か
げ
る
。
二時…………………ポートをおろし、上陸（七二名）。
一時…………………昼食。
主甲板洗い。
ポ
ー
ト
の
操
縦
測
鉛
帆
の
張
り
方
そ
の
他
206（35） 
以上は秋期の日課だが、冬期はつぎのようになっている。
［一八七五・九・六、月曜日］
午
一一
｢iIj 
午
後
一時…………………昼食。
十二時十分……………訓練生、天雑をはる。
十二時四十五分………食卓の準備。
七
時
半
…
…
…
…
…
…
砲
お
よ
び
木
造
部
の
そ
う
じ
。
七
時
四
十
五
分
…
…
…
各
ク
ラ
ス
の
出
席
者
、
一
三
繩
五時半………………総員の点呼。
六時十五分…………帆桁で実習。
八時半………………祈とう。当直をだす。呼び子を吹いて、終業を命じる。
五時半………………夕食。
九時…………………訓練生は授業へ。
八時…………………祈とうと朝食。
六
時
…
…
…
…
…
…
…
訓
練
生
は
、
入
浴
。
五時…………………ロープを巻いたりする。
五時十五分…………食卓の準備。
五時半………………夕食。
八
時
半
…
…
…
…
…
…
祈
と
う
。
当
直
を
だ
す
。
呼
び
子
を
吹
い
て
、
終
業
を
命
じ
る
。
二時…………………訓練生は、授業。 掃除と点検。
一三八名。療養中の者、七名。計一四五名。
(36）２０５ 
イギリスにおける東郷平八郎し
く
う
ど
き
ま
わ
り
、
夜
は
八
時
半
す
ぎ
に
就
寝
し
た
よ
う
で
あ
る
。
訓練生のいちばんのたのしみは、食事と上陸であったろうか。上陸は、原則として半舷上陸（半数ずつ交代で陸にあがる）であった。
さ
い
東郷がウースター号で訓練をうけるようになっていちばん困ったのは、食事の菜（おかず）の少ない｝」とであった。たちまちそれを
こ
れ
ら
の
［’八七五・一一・三、水曜日］
午
後
一時…………………昼食。
午
一ら」－
Ｉ]Ⅲ 日程は、おそらく東郷がいたころと同じものとおもわれる。朝、くらいうちに起こされ、昼間は課業や実地訓練に、規則正
九
時
…
…
…
…
…
…
…
訓
練
生
は
、
授
業
。
十
二
時
四
十
五
分
…
…
…
食
卓
の
準
備
。
（弱）
八
時
半
…
・
…
…
…
…
：
祈
と
う
。
当
直
を
だ
し
、
呼
び
子
を
吹
い
て
、
終
業
を
命
じ
る
。
五時十五分：………・夕食。
四
時
半
…
…
…
・
…
…
・
・
上
陸
し
た
訓
練
生
の
帰
艦
。
ポ
ー
ト
を
引
き
あ
げ
、
ロ
ー
プ
を
巻
い
た
り
す
る
。
五
時
…
…
…
…
…
…
…
食
卓
の
準
備
。
七
時
四
十
五
分
…
…
…
各
ク
ラ
ス
の
出
席
者
、
一
三
七
名
。
療
養
中
の
者
、
八
名
。
病
人
、
一
名
。
計
一
四
六
名
。
七
時
半
…
…
…
…
…
…
砲
お
よ
び
木
造
部
の
そ
う
じ
。
六時……：………・…総員の点呼。
六時四十五分………掃除と点検。
八時：…………・……祈とうと朝食。
二
時
…
…
…
…
…
…
…
ボ
ー
ト
を
お
ろ
し
、
上
』
四時……・…・………・召艇信号をかかげる。
甲板を洗う。
上陸（七九名）。
204（37） 
（胡）
また、「愚弄する者あれば、その骨をくだいてやる」１といい、こぶしをふりあげたら、皆去ったともいう。
二十六歳といえば、もういい年齢であるが、十代の青少年にまじって訓練をうけるのだから、品行や注意力の点では申し分なかった
ダ
ツ
ド
と
し
て
も
、
才
能
と
な
る
と
評
価
が
す
こ
し
お
と
り
、
単
に
「
よ
い
」
と
い
っ
た
評
価
し
か
も
ら
え
な
か
っ
た
。
おそらく語学力不足や年齢ゆえに、おもうように力量を発揮することができなかったものであろう。
当時、東郷をおしえた艦長のＪ・ヘンダーソン・スミスは、後年かれを評して、
ｌ東郷は優秀な青年ではあったが、いわゆる俊敏な性格ではなかった．つねに刻苦勉励して、鑿ぼぶにおそいが、ひとたび学びえ
．」」◎ またそれよりも困ったのは、仲間の廟笑の的となったことである。最初の数カ月間、それはつづいた。まず、”トーゴ〃という名前
を
訓
練
生
ら
は
お
も
し
ろ
が
っ
た
。
平げてしまうと、あと」
（論）
だ
眺
め
て
い
た
、
と
い
う
。
（帥）
た
こ
と
は
、
こ
れ
を
自
己
の
４
℃
の
と
し
た
。
と
呼
ば
れ
た
と
き
、
さ
す
が
の
か
れ
の
堪
忍
袋
の
緒
が
切
れ
た
。
か
れ
は
い
っ
た
。
や」ロワ
ーわたしはチ鵜イナマンではない．わたしをそのように呼ぶのであれば、いまに見ていろ・提督になった暁には、お前たちを桁端
（銘）
（ヤ１ダム）かつりつるしてやる。
と
い
っ
た
風
に
ふ
ざ
け
て
呼
ん
だ
。
仲
間
か
ら
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
、
ｌ
ジ
薑
－
－
１
、
チ
ャ
イ
ナ
マ
ン
．
か
れ
ら
は
、
そ
の
名
を
ｌ
ワ
ン
ゴ
ー
、
ト
ゥ あとはパンを紅茶にひたしてむやみに食べた。それをかたわらで見ていたイギリス人生徒らは、あっけにとられ、た
（訂）
ト
ー
ゥ
ゴ
ー
、
ス
リ
ゴ
ー
。
た
ん
く
短躯のこの日本青年は、たいていのことには我慢し、右から左へと聞きながしていた。‐しかし、
(38）２０３ 
修
業
に
明
け
く
れ
た
か
れ
の
魂
を
な
ぐ
さ
め
、
圭
一
は不可能であるし、依るべき資料は皆無一
郎和しかし、ある程度のことは想像がつく。
報まず何よりのたのしみは、半舷上陸で←
るけ河畔の村で、めいめい田』い思いの一」とを‐
お率仲間と川辺の遊歩道や気持のよい小道一
判
毎
年
、
夏
が
お
と
ず
れ
る
と
、
イ
ン
グ
レ
ス
バ
イ
｝
」
な
わ
れ
た
。
イ
ー
ス
タ
ー
学
期
は
、
ポ
ー
ト
皿
十八カ月間、ウースター号でくらした東郷は、いかなる思いをもってそこでの学習と実地訓練に耐えたのであろうか。毎日、苦しい
修業に明けくれたかれの魂をなぐさめ、喜びとしたものは何であったのか。この点になると、かれの精神の内奥にまで入ってゆくこと
は不可能であるし、依るべき資料は皆無である。
東郷は終生、ウースター号での教育と訓練のようすについては、ほとんど語らず、後年イギリスを再訪し、ロンドンの客舎で新聞記
者の質問をうけたとき、微笑をたたえながら、わずかに数語をもらしただけであった。
い
つ
か
い
１
余
は
一
介
の
水
夫
た
り
し
の
み
．
と、
。～〆
と語っている。
仲間と川辺の遊歩道や気持のよい小道を歩いたり、イングレス公園でスポーツをしたり、語らったりしたであろう。
毎年、夏がおとずれると、イングレス公園でウースター号のスポーツ大会がひらかれ、クリケットやフットボールやテニスなどがお
なわれた。イースター学期は、ボートレースの時期でもあり、六月に練習船ヨンウェー」号や「グレイブゼンド・ローイング・ク
ま
ず
何
よ
り
の
た
の
し
み
は
、
半
舷
上
陸
で
あ
亘
畔
の
村
で
、
め
い
め
い
思
い
思
い
の
こ
と
を
し
た
。
ところで、東郷はウースター号でどのような教師から薫陶をうけたものかはっきりしないが、何人かの氏名をあげることができる。
艦長Ｊ・ヘンダーソン・スミス…………………一八六七～一八九二年まで在職。
マ
ス
タ
ー
教師兼牧師Ｗ・Ｔ・リード……・……・…・………’八六一一～’八八○年まで在職。
教師リッチモンド・チャールズ・パック………’八六五～一八八○年まで在職。のち校長となる。
半舷上陸であったろうか。このとき訓練生らは、陸のうえでのんびりと骨休みをした。古風で趣きのある
202（39） 
わざ説明してくれた。
ウ
ー
ス
タ
ー
号
の
甲
板
や
陸
か
ら
、
テ
ー
ム
ズ
川
に
棲
む
各
種
の
魚
や
動
物
な
ど
を
見
か
け
た
は
ず
で
あ
る
。
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
テ
ー
ム
ズ
川
は
、
さ
な
が
ら
ご
み
溜
め
の
よ
う
で
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
の
河
岸
を
歩
く
と
き
、
悪
臭
が
鼻
に
つ
い
て
｝
」
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
都
市
化
が
す
す
む
に
つ
れ
て
、
汚
物
や
化
学
物
質
が
川
に
流
れ
出
、
そ
の
た
め
水
質
は
ま
す
ま
す
悪
化
し
て
行
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
き
た
な
い
川
で
あ
っ
て
も
、
と
き
ど
き
川
を
の
ぼ
っ
て
ゆ
く
ア
ザ
ラ
シ
・
イ
ル
カ
・
ネ
ズ
ミ
イ
ル
カ
な
ど
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
ウ
ー
ス
タ
ー
号
の
厨
房
か
ら
出
る
残
飯
は
、
す
べ
て
川
に
す
て
ら
れ
た
が
、
そ
れ
を
あ
さ
り
に
カ
モ
メ
が
い
つ
も
や
っ
て
き
た
。
カ
モ
メ
が
と
き
た
ま
ジ
プ
プ
ー
ム
第二斜橋のうえにとまる｝」とがあっても、ふつうの鳥は降りてきて、マストや斜橋にとまることはなかった。
五
月
ご
ろ
に
な
る
と
、
毎
年
カ
モ
メ
が
多
数
浅
瀬
に
や
っ
て
き
た
。
そ
し
て
繁
殖
地
を
目
ざ
し
て
、
い
ず
こ
と
な
く
去
っ
て
行
っ
た
。
七
月
末
ご
ろ
に
ふ
た
た
び
何
羽
か
姿
を
み
か
け
、
つ
い
で
十
月
に
な
る
と
大
勢
や
っ
て
き
た
。
（開）
イングレス修道院の庭園は、ミャマガーフスの群生地であり、一一月になると、その鳴き声がウースター号まで聞えてきた。また四月か
ら
五
月
に
か
け
て
、
夕
方
に
な
る
と
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
さ
え
ず
っ
た
。
ツジに永久保存されている）一
東
郷
は
、
い
つ
も
子
ど
も
や
動
吟
目
を
む
け
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
。 （他）
一フプ」との競走がおこなわれた。
ある卒業生は、大上
っまでも覚えていた。
（“） 
ｌ
諸
君
、
よ
く
見
た
ま
え
．
あ
の
帆
船
以
上
に
す
ば
ら
し
い
船
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
は
、
ま
ず
あ
る
ま
い
．
そ
れ
は
東
洋
か
ら
お
茶
を
運
ん
で
き
た
有
名
な
快
走
帆
船
「
カ
テ
ィ
ー
サ
１
ク
」
号
（
一
八
六
九
年
に
建
造
さ
れ
た
三
本
マ
ス
ト
の
帆
船
。
い
ま
は
グ
リ
ニ
ま
た
テ
ー
ム
ズ
川
を
上
り
下
り
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
の
船
を
見
る
の
も
た
の
し
み
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
時
に
珍
し
い
帆
船
な
ど
を
見
か
け
る
と
、
教
師
が
わ
ざ
（制）
い
つ
も
子
ど
も
や
動
物
に
や
さ
し
い
愛
情
を
注
い
だ
、
と
い
う
か
ら
、
き
っ
と
か
れ
は
一
ナ
ー
ム
ズ
川
や
グ
リ
ン
ハ
イ
ズ
村
の
動
植
物
の
生
態
に
も
大
き
な
帆
船
が
テ
ー
ム
ズ
川
の
上
手
に
曳
航
さ
れ
て
ゆ
く
の
を
見
た
と
き
、
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
艦
長
の
ロ
か
ら
出
た
こ
と
ば
を
い
で
あ
っ
た
。
(40）２０１ 
郎郵二月末、
”遠洋航海の
るけ
ハ
ン
プ
シ
お率大西洋に出
判同月一一十
イ
た
。
同
十
九
ヴィクトリー号は、トラファルガー海戦（’八○五・一○・二一、スペイン南西のトラファルガー岬でイギリスとスペイン、フラン
スの連合艦隊との戦い）のとき、ホレイショ・ネルソン提督の旗艦であったものだが、東郷はときに他の訓練生とともにポーッマス軍
港をおとずれ、操砲や射撃訓練をうけたりしたということである。
ウースター号で学術や実技をまなぶこと約一年と八ヵ月、その大要を会得した東郷は、こんどは「ハンプシャー」号（’八七○年に
スコットランドのグリノックで建造された、一一二四トンの帆船）に乗り組むことになった。
かれがグリンハイズ村をあとにした時期は、はっきりしないが、おそらく明治八年（一八七五）二月のことであるらしい。
ア
ツ
パ
ー
ヤ
ー
ド
マ
ン
一一月末、東郷は高桁手としてハンプシャー号に搭乗すると、船はテームズ河口のシェアネスを出帆し、ポーッマスに寄港したのち、
ハンプシャー号の目的地は、オーストラリアのメルボルン（ヴィクトリア州の州都、貿易港）である。船はイギリス海峡をぬけると、
大西洋に出、それより南下し、三月八日からはほとんど西経二○度の線に沿って進んだ。
同月二十三日の早朝、赤道をこえ南緯に入った。四月一一一日より東方に針路をかえ、同月中旬以後は、南緯四○度の線にそって東走し
た。同十九日のお昼ごろ、喜望岬の南方六○海里の地点に達した。
て
く
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
波打ちぎわでは、ハマドビムシ、エビや小さなカニなどを見、また土手道では、つり鐘草やツリガネ虫などが見かけられた。
またときどき川面は青光りしたり、小さなクラゲでいつぱいになることがあった。
こういった環境のなかに東郷は身をおき、学習と訓練に明けくれたのであるが、
テームズ川の魚についていえば、ホウポウが釣れたことがあり、ときどきヨウジウオが目撃された。ときに白魚が多数、川をのぼっ
二
月
末
、
東
郷
は
高
桁
壬
洋航海の途にあがった。
た
め
し
ば
し
ば
（師）
「ウースター」乗組中、砲術研究の為屡々軍艦「ヴィクトリー」を訪うたことである。
200（41） 
九
月
下
旬
、
無
事
テ
ー
ム
ズ
川
の
河
口
』
航
程
は
じ
っ
に
三
万
海
里
に
も
お
よ
ん
だ
。
洋を北上した。
ハンプシャー号は、五月中旬から七月中旬まで、約二カ月間メルボルンに碇泊した。
この時期、同地は一年じゅうでもいちばん涼しい季節である。気温はつねに華氏五○度内外をしめした。東郷は暇があると、市内を
見物したり、沿岸めぐりの汽船にのって諸方を見てまわったり、時には珍奇な動植物やサンゴ礁などを見たりした。
七
月
十
一
日
、
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
号
は
メ
ル
ボ
ル
ン
を
出
帆
し
、
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
船は港を出ると、針路を東方にとった。一ヵ月後の八月十一日、南アメリカのホーン岬の南方七海里のところをすぎ、それより大西
リ
ギ
イ
ン
グ
｝」の間、東郷は朝夕、索梯をのぼったり下りたりして、腕や足をきたえた。ハンプシャー号は、ポーッマスをさいごにメルボルン
に着くまで、どこにも寄港しなかったのであるが、乗員にとって四方海ばかりしか目に入らぬ生活が、来る日来る日もつづいた。単調
な
航
海
を
な
ぐ
さ
め
た
の
は
、
帆
を
か
す
め
て
飛
ぶ
ア
ホ
ウ
ド
リ
か
、
船
を
追
う
サ
メ
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
な
が
い
航
路
に
飽
き
飽
き
し
て
い
た
乗
員
は
、
陸
岸
を
望
む
の
が
唯
一
の
た
の
し
み
で
あ
っ
た
。
かれらはメルボルンに入港し、上陸をゆるされたとき、まつ先にむかったのはレストランであった。そこで生肉や野菜などをむさぽ
（船）
いソ食った。
そ
れ
よ
り
東
航
す
る
こ
と
二
十
五
昼
夜
。
明
治
ベ
ー
ッ
マ
ス
を
出
帆
後
七
○
余
日
の
航
海
で
あ
っ
た
。
この遠洋航海において、東郷は一介の練習生として、帆船の索具（帆、柱、ロープなど）の使用法についての知識を現場においてい
っ
そ
う
深
め
、
さ
ら
に
航
海
術
の
実
地
研
究
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
積
み
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
イギリスにもどった東郷は、やがてハンプシャー号を退船した。
「聖将東郷全伝』には、
（田）
無事テームズ川の河口に帰着Ｉした。’一月下旬にテームズ川の河口を出帆してから約七ヶ月間、海に港にあったわけだが、
（町）
明治八年（一八七五）五口何十四日の午後、ついにハンプシャー号はメルボルン港に到着した。ポ
(42）１９９ 
イギリスにおける東郷平八郎
ともあれ、東郷はそれよ妬
んにち、天文台・海事博物』
光
客
や
見
物
人
を
呼
ん
で
い
る
。
とある。が、これは著者である小笠原長生の誤りかとおもえる。
東郷がケンブリッジで何ヶ月間かすごしたのは事実だが、それはかれがウースター号に乗るまえのことである。著者は、おそらく東
郷が時期をまちがって語ったのを、そのまま踏襲したのであろう。
ともあれ、東郷はそれよりグリンハィズの上流ｌ、「グリニッジ」（ロンドン東部、テームズ川の右岸）に移った．グリニッジはこ
んにち、天文台。海事博物館・海軍大学の所在地として、またカッティサーク号が保存されていることで知られており、一年じゅう観
のことで．あった。
である。
かれがこの河畔の町に移ったには、わけがある。日本政府は、海軍を拡張することを急務とし、軍艦三隻の製造をイギリスに依頼し、
｜年を期して竣工させることにした。
これらは、海軍省が設置されて以来、外国に発注したさいしようの艦であった。
その建造監督と回航を命じられたのは、折からイギリスに滞在している海軍留学生らであり、発令は明治九年二八七六）四月中旬
その三隻とは、
ふ
そ
う
扶桑………排水量一一一七七七トン、一一一六五○馬力、装甲戦艦
こ
ん
ご
う
金剛………排水量一一二八四トン、一一五一一一五馬力、鉄骨木皮艦
ひ
え
い
比
叡
…
…
…
同
右
。
ち
や
く
と
ど
そ
も
つ
ば
英国箸と共に、「ハンプシャァ」号を退船－してケンブリッヂに移り、同所に居住せる高僧コーペル方に留まって、其の家族と同居しながら専
ら数学を学んだ。
198（43） 
東
郷
は
ど
の
く
ら
い
の
期
間
、
グ
リ
ニ
来た東郷は、「一八七三年以来、海軍
東
郷
ら
九
名
の
留
学
生
は
、
同
年
一
月
一
扶桑………赤嶺、八田、土師外。
比叡は、一
に入港した。
国の変事は、｛
に応じなかった。
に投じた。
こ
と
で
あ
っ
た
。
（刊）
扶桑は、グリニッジのサムダ・ブーフザース社ポプラ造船所で、金剛はハル（イギリス北東部）の造船所において、比叡はニューカッ（Ⅶ） 
スルのペンブローク造船所においてそれぞれ建造された艦である。明治十一年（’八七八）一一月にいたり、一一一艦相前後して竣工した。
東
郷
は
ど
の
く
ら
い
の
期
間
、
グ
リ
ニ
ッ
ジ
に
い
た
も
の
か
明
ら
か
で
な
く
、
そ
の
居
住
地
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
る
。
一
説
に
よ
れ
ば
、
グ
リ
ニ
ッ
ジ
に
（ね）
釆た東郷は、「一八七一二年以来、海軍練習学校となっていた蕾い海軍病院の近くに住んでいた」という。
東
郷
ら
九
名
の
留
学
生
は
、
同
年
一
月
一
一
一
十
日
付
を
も
っ
て
、
三
艦
に
分
乗
し
、
帰
国
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
三
隻
の
回
航
員
は
、
海
軍
留
学
生
を
の
ぞ
く
と
す
べ
て
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
っ
た
。
明
治
十
一
年
二
八
七
八
）
二
月
十
八
日
、
ま
ず
金
剛
が
日
本
を
め
ざ
し
て
イ
ギ
リ
ス
を
出
帆
し
、
つ
い
で
扶
桑
と
比
叡
が
あ
と
に
つ
づ
い
た
。
東郷が搭乗した比叡がミルフォード・ヘブン（ウェールズ南西部、カディフの西一六七キロ）を出帆したのは、同年一一一月二十三日の
か
れ
は
一
涙
を
ふ
っ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
を
い
っ
た
。
かれがまだイギリスにいたころ、日本では”西南の役〃（明治十年二月～九月）がおこり、兄弟をはじめ多くの知友がこぞって薩軍
ここに東郷は、足掛け八年ぶりで故国の土をふんだ。
比
叡
…
…
…
山
県
、
佐
隻
、
東
郷
。
金剛………横井、会根（アメリカより転じたもの）、志道。
っつがなく航海をつづけ、マルタ、ポートサィド、アデン、シンガポールなどに寄港し、五月二十二日の正午ごろ無事横浜
すぐにイギリスにも届き、留学生のなかにはすぐ帰国すべきことを主張する者がいた。しかし、東郷は断固としてこれ
(44〉１９７
イギリ 艦長Ｊ・ヘンダー）
郎郵連ムロ艦隊の司令長吉
辨東郷らはロンド）
｝Ｃ 
け
が
、
多
忙
な
日
程
（
お本た線香をたむけた。
東
郷
が
乃
木
大
将
と
と
も
に
、
伏
見
宮
に
随
行
し
て
、
ジ
ョ
１
ジ
五
世
（
一
八
六
五
～
’
九
三
六
、
一
九
一
○
～
三
六
在
位
）
の
戴
冠
式
に
参
列
す
る
た
め
に
賀
茂
丸
で
イ
ギ
リ
ス
を
ふ
た
た
び
訪
れ
た
の
は
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
二
）
六
月
の
こ
と
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
、
か
れ
は
乃
木
と
と
も
に
「
ハ
イ
ド
パ
ー
ク
・
ホ
テ
ル
」
に
泊
っ
た
。
東
郷
は
在
京
ち
ゅ
う
、
ぜ
ひ
す
ま
せ
て
お
き
た
い
こ
と
が
一
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ウ
ー
ス
タ
ー
号
で
訓
練
を
う
け
て
い
た
と
き
、
よ
く
面
倒
を
み
て
く
れ
た
じ
よ
う
ざ
艦長Ｊ・ヘンダーソン・スミス（一八一一六～一九○四）の墓に詣でる｝」とであった。この艦長は、情誼にあつい人で、東郷が栄達し、
（別）
連合艦隊の司令長官となったとき、わがことのよ》っに喜んだらしい。
東郷らはロンドンで、じっに忙しかった。やれ晩さん会だの、やれお茶の会だの、招請がひきりなしに舞いこんだ。
が
、
多
忙
な
日
程
の
間
隙
を
ぬ
っ
て
、
六
月
十
日
つ
い
に
「
ハ
イ
ゲ
イ
ト
墓
地
」
に
ス
ミ
ス
艦
長
の
蟇
を
お
と
ず
れ
、
花
環
を
供
し
、
日
本
か
ら
持
っ
て
き
Ｉ
わ
れ
わ
れ
は
、
朝
令
を
も
っ
て
海
軍
研
究
の
た
め
派
遣
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
本
国
に
何
事
か
あ
っ
て
も
、
十
分
成
業
す
る
ま
で
は
帰
（閲）
国
で
き
な
い
。
留
学
の
目
的
を
達
し
、
君
国
の
た
め
に
本
分
を
つ
く
す
を
第
一
と
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ね
つ
ぐ
東郷の兄、壮九郎実次は、明治十年九月一一十日城山において戦死した。かれがその報に接したのは、帰国後の｝」とか。
帰
国
し
た
年
の
七
月
、
東
郷
は
比
叡
の
海
軍
中
尉
と
な
り
、
の
ち
扶
桑
に
転
じ
、
年
暮
れ
に
大
尉
に
進
ん
だ
。
翌
年
十
二
月
、
海
軍
少
佐
に
抜
て
き
さ
れ
、
明
治
十
三
年
迅
鯨
艦
（
’
四
五
○
ト
ン
）
の
副
長
に
補
せ
ら
れ
、
横
須
賀
に
勤
務
し
た
。
その後も着実に階級があがり、明治三十六年（’九○一一｜）十二月に、連合艦隊司令長官に任じられ、のち対馬沖でロシアのパルチッ
ク艦隊をむかい撃つのである。
花
崗
岩
の
墓
石
の
正
面
に
は
、
ス
ミ
ス
の
肖
像
と
ま
だ
こ
の
世
に
生
き
て
い
る
未
亡
人
の
肖
像
と
が
並
ん
で
彫
刻
さ
れ
て
い
た
。
東
郷
は
斎
藤
中
佐
に
持
た
せ
て
お
い
た
白
い
蘭
と
白
ユ
リ
の
花
環
を
じ
ぶ
ん
の
手
に
と
っ
て
墓
前
に
そ
え
る
と
、
し
ば
ら
く
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
。
五
イ
ギ
リ
ス
再
訪
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（稲）
弓のｑｍｏｏＱｍｏＲｍ【・［の］、円のＨと書かれていた。
その後、かれは墓前から黙々としてうごきだした。そして感慨深げに、墓地内を三十分ほどさまよった。折から初夏の夕日が、かれ
の横顔ににぶい光を投げかけていた。それは絵や写真になる光景であった。しかし、東郷の一生で、いちばんいい場面の詩でもあるこ
（市）
の
情
景
は
、
つ
い
ぞ
カ
メ
ラ
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
…
…
：
．
。
な
お
み
戴冠式の諸行事は、六月十九日からはじまり、一一十七日に終了した。翌一一十八日、東郷は副官・矢口尚真中佐、（のち海軍大将）と
駐在武官・斎藤七五郎中佐おち海軍中将）をともない、グリンハイズにおもむきウースター号を訪問した。
当時のウースタ１号は、東郷がまなんだ当時のものではなく、二代目の艦であった。東郷の訪問は村人たちの知るところとなってい
たので、グリンハィズに着くと、老いも若きも相呼び、相走るといった有様であり、中には帽子をとり敬意を表するものもいた。その
情況は、あたかも数十年ぶりに故郷に帰った同胞を迎えるがごとき観を呈した。
ざ
ん
ば
し
東郷らは、村を一周して桟橋にいたると、訓練生らが一行を待っていた。やがてウースター号に達すると、舷門において校長ウィル
ソン・パーカーの出迎えをうけ、ついで教員および牧師の紹介がなされた。生徒らは、全員後甲板に整列していた。
校長は東郷を船室に案内した。しばらく談話したのち、入校試験のときの答案を出してきて、それを東郷にみせた。それには、
た行り
。～'、それより東郷は、生徒一同に訓示をし、午前十一時ウースター号を辞去した。このとき生徒は登舷礼式をなし、祝声を三唱した。
（渦）
七月十九日には、副官および武官、士官らと辻〈にニューカッスルのエルズウィックの大砲製造工場や造船所などを見学におとずれた。
そして公式行事のすべてをおえた東郷は、やがてアメリカ経由で帰国の途についた。
ついで後甲板に出ると、生徒らを点検し、そのあと船内を巡視した。ふたたび船室にもどると、旧師リッチモンド・チャールズ・バ
ックとウースターと相接して係留している練習船の船長らが待っていた。バックは東郷の答案を採点し、合格の旨を記録した教師であ
あ
い
る
い
り、すでに隠退していた。バックは、東郷（ときに六十四歳）を見ると、懐古の情禁じがたく、眼に暗涙をうかべて往時について語っ
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イギリスにおける東郷平八郎
に対る入
専象社ゴ学数
念に会スし学
しし階ポたで
たた層Ｉ。あ
ＯＯｌＩＤｂ二111ラ
外国でどんな学校に入るにせよ、まずその国のことばをしっかり学ぶことがいちばん緊要であるが、海員学校や海軍兵学校では、な
んといっても数学が重視された。数学は、航海術や砲術や機関学をまなぶさいに、基礎となる大事な科目であったからである。
東郷があえて数学をまなぶために、ケンブリッジに移った理由は、まさにこれであったかとおもわれる。
数学である程度の自信をつけたかれは、こんどはグリンハイズに移動し、「テームズ・ノーティヵル。トレーニング。カレッジ」に
入学した。訓練船ウースター号のせまい船内において、イギリス流の航海・運用の技術の初歩を基礎からみっちりたたき込まれた。
ゴスポートの予備校は、比較的めぐまれた家庭の子弟がまなぶ学校であったかとおもわれるが、グリンハイズの職業学校は、あらゆ
る社会階層出身の共同社会である。とうぜんいたずら好きな小僧はいる。かれらは毛並みの変わった、珍しい東洋人に注目し、潮笑の
ふ
と
う
ふ
く
つ
対象にした。しかし、東郷はじぶんよりもはるかに年下の小僧から受ける不愉快を忍び、不僥不屈の精神をもち、もっぱら自己の修学
若
き
日
の
東
郷
平
八
郎
が
、
島
国
イ
ギ
リ
ス
の
風
土
の
な
か
で
じ
っ
さ
い
生
活
し
た
の
は
、
約
七
年
、
そ
の
う
ち
学
校
で
ま
な
ん
だ
の
は
三
年
余
り
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
イ
ギ
リ
ス
到
着
後
、
か
れ
は
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
人
家
庭
の
な
か
に
入
り
、
風
俗
習
慣
や
日
常
会
話
な
ど
を
実
生
活
を
通
し
て
ま
な
び
、
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
海
軍
の
予
備
校
に
入
り
、
航
海
学
校
や
海
員
養
成
所
に
入
る
準
備
を
し
た
。
最初に入学した学校は、ゴスポートの全寮制の予備校「ロイヤル・ネイヴァル・アカデミー」である。が、かれはその”海軍クラ
ス“の生徒となり、将来陸海軍の士官となるべきための受験指導をうけた。
が、陸海軍の士官を養成する学校の生徒となるために必要とされる教養と普通学を、じっさいどのように学んだのか、という点にな
んだ。 るスとが″
、 旬、
あくまで入試本位の教育をうけたものか。それよりケンブリッジに移り、同地に住むＡ・Ｄ・ケイペル師について数学を数ヵ月まな
む
す
び
わ
か
ら
ぬ
こ
と
は
多
い
。
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グ
リ
ン
ハ
イ
ズ
の
学
校
は
、
海
員
養
成
の
学
校
で
あ
る
か
ら
、
実
地
教
育
を
重
視
し
、
生
徒
に
航
海
・
運
用
の
術
お
よ
び
普
通
学
を
み
っ
ち
り
仕
込
ん
だ
。
在籍すること約二年、ここにおいて東郷の船乗りとしての基礎はいちぉうなったかとおもわれる。
しかし、各分野の基礎学と航海の実地教育とはくつに、東郷がひじょうに関心をもった科目があった。
国
際
法
と
海
商
法
が
そ
れ
で
あ
る
。
東
郷
は
イ
ギ
リ
ス
滞
在
ち
ゅ
う
、
そ
の
要
点
を
大
学
ノ
ー
ト
に
細
か
い
、
し
か
も
て
い
ね
い
な
英
文
で
ギ
ッ
シ
リ
と
書
き写した。そのノートは、終戦時まで江田島の海軍兵学校の教育参考館に、ネルソン提督の遺髪とともに陳列されていたという（池田
清
『
日
本
の
海
軍
誕
生
篇
』
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
、
平
成
５
．
８
）
。
社、平成５．皿）。
教育参考館にあった資料約四万点の大半は、終戦時、占領軍に没収されるのをおそれて焼却された、と十数年前に江田島をおとずれ
たときに広報課の士官から聞いた記憶がある。従っていまそれはないはずである。
東郷は、イギリスにおいて航海・運用の術や普通学の基礎をひととおり学んで帰国したのであるが、こういった実科よりもさらに学
ジ
ヨ
ン
プ
ル
ジ
エ
ン
ト
ル
マ
ン
シ
ッ
プ
ぶ
と
一
」
ろ
が
大
き
か
っ
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
か
た
ぎ
や
紳
士
道
で
あ
っ
た
。
かれが学んだ海員養成校は、性格においてふつうの兵学校とは異なるにせよ、その精神はおなじであったはずである。海軍士官は、
学術や技能や人格において、人の模範とするに足る人物であらねばならぬ、とされた。「まず士官である前に紳士であれ」というのが、
わ
が
国
の
海
軍
兵
学
校
創
立
当
時
か
ら
、
生
徒
教
育
の
基
本
で
あ
っ
た
（
実
松
譲
「
海
軍
人
造
り
教
育
ｌ
ネ
ー
ビ
ー
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
警
句
集
』
（
光
文
東郷は在英ちゅう、実科のほか紳士道をまなんだのであるが、他方、ネルソン提督が、トラファルガー沖でフランスⅡスペインの連
合艦隊を迎撃したさいに、座乗する旗艦「ヴィクトリー」号にかかげた信号、
Ｉ
イ
ギ
リ
ス
は
、
将
兵
各
員
が
本
分
を
尽
す
こ
と
を
期
待
す
る
（
冒
菖
…
扇
書
。
…
：
目
菖
ミ
ａ
・
蔚
言
）
．
Ｉ
イ
ギ
リ
ス
は
、
将
兵
各
員
が
本
分
を
己
と
い
う
こ
と
ば
に
、
ひ
じ
ょ
う
に
打
た
れ
た
。
東郷はウースター号で訓練をうけていたとき、仲間とともにたびたびポーッマスのヴィクトリー号におもむき、操砲や射撃の訓練を
うけ、海軍士官よりネルソンの功績や愛国心についての講話をきいた。
(48）１９３ 
郎八辨注蕊（１）司馬遼太郎は、『明治という国家」（日本出版放送協会、平成元年九月）において、東郷がまなんだテームズ河畔の学校を」壹三の『９ｍヨヱ囚ご］
けお
○・］］の、のごとしているが、これはいまの呼称である。当時は、屡弓すの弓コロョののｚ■ロ［一日］日日目ｐｍｏｏ一一の、の尋といった。
に
、
、
ス
また同校があった地名を「グリンハイス」としているが、正しくは「グリンハイズ」（の『の①ロゴ一（ずの）という。
リギ
なお、グリンハイズ駅の老駅員によると、震巨の『ｎｇｐ一ｚｍぐ『○○一一の、の・は、一九九九年（平成十一年）七月、取りこわされたという。さらに
イ
イングレス公園一帯の地は、目下、宅地を造成ちゅうであり、完成すれば九七○戸の新しい住宅が生まれる。美観に乏しい一」の村にも、開発の
東
郷
の
行
動
、
信
念
、
理
想
の
指
針
と
し
た
も
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
旅
の
敬
虐
主
義
で
あ
っ
た
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
国
王
や
国
家
や
お
の
れ
の
職
分にたいして忠実であること。何をなすにしても最善をつくし、しごとにたいしては全身全霊を傾けてあたることなどがそれである。
こ
の
よ
う
に
か
れ
が
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
ま
な
ん
だ
の
は
、
単
に
船
舶
運
用
の
術
と
い
っ
た
実
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
義
の
イ
ギ
リ
ス
精
神
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
そ
れ
を
体
得
し
て
帰
国
し
た
。
こ
の
二
つ
こ
そ
、
か
れ
の
イ
ギ
リ
ス
留
学
の
最
大
の
成
果
で
あ
っ
た
か
と
お
も
わ
れ
る
。
よく訓示し、または人か壼
「至誠奉公」「不言実行」「
と
い
っ
た
も
の
が
有
名
で
あ
る
。
東郷は、日露戦争後、「”生き神様〃のように海軍一般で考えられ、その訓示は、
が
ぬ
ら
れ
た
」
（
実
松
譲
『
海
軍
人
造
り
教
育
ｌ
不
「
ビ
ー
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
警
句
集
）
．
よ
く
訓
示
し
、
ま
た
は
人
か
ら
請
わ
れ
る
ま
ま
に
書
き
与
え
た
こ
と
ば
と
し
て
、
「至誠奉公」「不言実行」「終始一貫」
と
を
な
る
べ
く
避
け
、
そ
の
姿
勢
は
終
生
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
か
れ
は
「
本
分
」
「
本
領
」
と
い
っ
た
観
念
を
、
日
本
で
き
た
え
ら
れ
た
人
よ
り
も
し
っ
か
り
と
理
論
的
に
把
握
し
て
い
た
。
じ
ぶ
ん
の
領
分
を
ま
も
り
、
本
分
以
外
の
地
域
に
は
ぜ
つ
た
い
ロ
を
出
さ
ぬ
し
、
行
動
も
し
な
い
。
政
治
は
も
と
よ
り
、
軍
政
に
た
い
し
て
も
口
を
出
す
こ
神
聖
に
し
て
犯
す
べ
か
ら
ざ
る
聖
典
で
あ
る
か
の
よ
う
に
あ
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ダベグー、〆■、／￣、グー、〆~、／缶、〆■、〆､
1３１２１１１０９８７６５ 
、-〆、‐二、-ゾ、-ノ、－ノ、＝ノミーグ、.二、-〆
（２）司馬遼太郎『坂の上の雲仰」（文藝春秋、昭和五十三年四月）、’五頁。
（３）小柳富次「日露戦争の連合艦隊司令部ｌｌ飯田久恒談」鰯個水交会編『回想の日本海軍』所収、原書房、平成六年十一月）
（４）秋山真之（一八六六～一九一八、明治・大正期の海軍軍人、中将）の奇行については、当時参謀のひとりであった小柳富次（海兵姐期、
海軍中将、水雷学校校長、昭和五十三年八月逝去）の回想が残されている。
もこれを異としない。
波
が
押
し
よ
せ
て
き
て
い
る
。
ｌ秋山参謀は天才肌の男で礼儀作法などには鱸噸譽であった．スリッパーをひつ掛けて食鬘に入って来る．（東郷）長官よりさきに懲り
皿から菓子や果物をつまみとって、「アアこれはうまい」などと独りで悦に入っている。
長官の前で足の水虫をいじり出す。食事がすめば、サッサと引き揚げて、私室で考えごとをしているといったふうだ。
軍事点検などにも出て来ない。そういう点が無作法というか、なっていなかった。しかし、それが通り相場になっているので、長官はじめ誰
そしてよくベッドに寝ころんで、ジット想を練っており、腹案が出来ると、たちどころに筆をとって立派な計画や報告が出来上るというふう
であった（注（３）におなじ）。
安部真造「東繩
同右、二七頁。
注（９）の四一
注（９）の四一
外山三郎『日露海戦史の研究下ｌ戦記的考察を中心として』（教育出版センター、昭和六十年八月）、三二七頁。
村上貞編『軍談－－海軍少将秋山真之』（大正六年六月、実業之日本社）、七六頁。
馳癖躯靜東郷大将詳伝』（成功雑誌社、明治三十八年一月）、四四頁。
安部真造「東郷元帥直話集」（中央公論社、昭和十年五月）、一一四頁。
注
（
３
）
に
お
な
じ
。
注（３）におなじ。
軍
中
将
、
水
雷
学
校
校
長
、
昭
和
｝
そ
れ
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。
ｌ
秋
山
参
謀
は
天
才
肌
の
男
で
、
の四五頁。
の四六頁。
の
ち
(50）１９１ 
イギリスにおける東郷平八郎
（班）注（９）におなじ。
（邪）注（旧）の四七頁。
（鋼）注（９）の四八頁。
（別）注（９）におなじ。
〆宣、〆、／■、〆へ〆へ〆へ'－，〆へ
２２２１２０１９１８１７１６１５ 
、=ゾ、-ノ、=／、＝／、-〆、-ゾ、－ノ、-／
（ｕ）この一覧表をつくるにあたって、「公文類舂
（文政同志社、昭和Ⅳ。⑫）などを参照した。
（
週
）
駐
日
公
使
ハ
リ
ー
・
パ
ー
ク
ス
宛
、
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
（躯）注（皿）におなじ。
（釦）注（⑲）の四七頁。
（羽）注（皿）の五六頁。
（〃）注（⑫）におなじ。
（犯）注（Ⅳ）の六一頁。
（、）田口、ロ○愛「の□向山⑪ヨ〕四㎡宛○百一ｚｍぐ四一シ、日の目］・の。昌訂のＰ》ごｓの』、『。⑫（『ゴの富自己の『面巨一『『。『》『○一・コ・Ｚ。．』・ｚｏぐ・］の①］所収）を参
〆■、
３３ 
、＝〆
昭
●bbC 
o 
小笠原長生「聖将東郷全伝』（聖将東郷全伝刊行会、昭和十五年十月）、四六頁。
海軍兵学校「東郷元帥景仰録」（大日本図書株式会社、昭和十年八月）、’○一～一○二頁。
○の○日①四・コｇシ９目且弓・ｍＰ司円目の］ｇの。ご図葛口『ロ四百口⑪》］ｍｑＣ－８］忠］の五四頁。
注
（
卯
）
の
一
○
二
頁
。
『
東
郷
平
八
郎
全
集
第
一
注（皿）の二八～三○頁。
注（９）の四七頁。
ヨコの筥閏旨の『㎡三」則。『・曰。①］○巨曰四一。｛岳のｍＣｏ－のご命。『
第一巻』（平凡社、昭和五年五月）、六○頁。
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
外
相
書
簡
二
八
七
一
「公文類纂」ちゅうの記事、「外務省日誌」（明治四年辛未第四号塑一一相叶一一日）、沢鑑之丞『海軍七十年史談」
ｚｐｐごｎ巴幻の⑩のロ『Ｃすぐ○一・ｍ］．］ｃの、．○ロョワ『己、の日昌のロロ］くの『の｝ご勺円の⑪⑰》
。｜・九付）
190（51） 
（⑫）同右。
（伯）幻の囚〈
〆■、／白、〆■、'－，グー、〆~、グー､ダヘ
４１４０３９３８３７３６３５３４ 
、＿ノ、－ノミーノ、－ノ田一ゾ、－ノ、＝ン、－／
また．のご巴Ｑ旨、『のｐＨの。（・『『Ｏ｛○四ヨウ『己、の『．］のべ（の已国ぐ日①『の、区の貝⑩の五六頁に、
○四℃①］・幻のご・シ・□○ロ、一ｍ⑪》三・シ》のずぃ津⑪ご昌昌津ＣＥｍの》湧くのゴロのとある。
さらに一八七八年度の『氏名住所録」の一二六頁をみると、○目の一・幻のぐ・缶『夢巨『Ｄｏｐｍ－ｍ⑩三・少・》］『『の．因○ｓ」日‐一四コのとある。これはシャ
］・陣］・跨ぐのロロ編シ｜ロョロ一○四昌呂臥囚の。の①印・勺四『→ロ］『留ｌ】＠ｓぐ・］・目シｇのごＩ○四崖、○四『ロワュロ、①の五○七頁を参照。同質にケイペルの略
歴
が
の
っ
て
い
る
。
］①＄）所収の己『・国巨『ロの］．⑪幻○百］シ、一
勺『８℃の。目印。｛『ずの幻。『四一シＣ四□の曰
勺○呉○命、ｏの□］『のｇｏ【『》］の『、のこと。
幻の囚の｛の『○ｍ勺ロ『】】血日の。Ｂ『望ぐ。｛の【］、図》□・『・ロ、ロｏｍｏロョワュ９ｍの》Ｚ。］．－日豈ｍｚ９三日。諄「ロロの（１９．円出口幻向白の日向両○ｍロの『の。□⑪日
→。①８己曰ｍａｎ（・の□【三８８ぐ。（の口【口。〕の一の目Ｃｐｏ【曰のヨヶの『、（。⑪閂ぐの】ゴロ四『一一国曰の口｛【・『岳の国・『。ｐ頤ロ。（○四ヨウ風ＱｍＰ］②『←を参照。
そ
の
九
頁
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。
フ
ッ
ベ
リ
ー
街
か
ら
移
転
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
注（銘）におなじ。
注（皿）の五九頁。
三三芹の面困】の一○ｇｏ｛出血ヨロの三『の四口Ｑ岳の弓の］の。【三】、ゴ〆］の『ｍのこと。
シＨ岳ＥＲＦ旨］（
同右、四四頁。
［遥一●山。、 Ｆ一○］ｇ三・シ函シロョー『四一日。、Ｐ『ずの【ご戸８○勺ロウーー⑪三口、○。．『○丙冒Ｐ』四℃口Ｐ］のつ、のこと。
蔭□『・国巨『ロの］．⑪宛。］四］シｎｍＱの曰］日の。⑪己。『芹電
。｛『ずの幻。『四一シＣ四□の曰］・ＣＯのロ○耳のこと。
〕。■、
当
山
ｎ
ｍ
ｏ
ｍ
四
ｓ
。
□
、
を参照。
］
ロ
『
く
、
『
【
】
四
．
【
(52）１８９ 
三○
祠］四○の○局回す。・の
ｚｇＥ局ａｃ巨巳罵旨９８口
の一『の①戸］四口⑪。『（すの。（ロの『穴の勺］ロ。①】ロ→可の勺ロユの汀：：：
］○画
○四℃＆。シ再す■【□○口巴凹め
のゴロ津ののワ■『］『ｏｍｑ
可Ｃ■いの
の宮口閉庁の⑪ウこ『望『○四□
イギリスにおける東郷平八郎
〆～、〆■、’■、グー、〆へグー、
４９４８４７４６４５４４ 
、－'ﾐープ出ロゴ、＝／、_〆、.ノ
／ベ'－，〆へ〆■、
５３５２５１５０ 
、＿ﾉ、＝、='、‐〆
（弱）注（開）の
（別）同右、八三頁。
（冊）注（詔）におなじ。
（師）注（題の一六○頁。
（船）注（灯）の六三頁。
（帥）注（四）の四九頁。
（閑）注（Ⅳ）の六四頁。
／角、〆－，
６３６２ 
ミーグ唱字’
注注
〆へ'－，
４９５３ 
、_〆、＝
のの
（位）注（、）の
□。。．］・巴の一一六頁。
注（妬）の二九頁。
口の庁○ｍｍ・］、諄「ずＣ］○日巴昏の、亘已■ご斤○冨旦．］①このこと。その一一一一一五頁に東郷の名がみられる。
谷口尚真「東郷元帥とウスター」（『東郷元帥景仰録」所収）を参照。
句円の□の国。丙四・ｍ薗魚。『□叩曰ロの出】⑪８『『○ｍ苫の震三ごｏＨ８ｍ（閂蟇》言の。魚〕ｎ国］シＣｏｏ巨ご庁○帛岳の曰茸田口ののｚｍｐ感Ｏ四］日日一ヨゴ、○○］］の、の．四・ｇ’の・
貫言。『ｏのの芹円ご〕ｍＢＩら画Ｐ同『の：１Ｃ片言自己の陣○○・Ｆ。且。ご陣三里『『。『丙（刊行年不詳）の五頁。
注（調）の四下
注（羽）の四ｍ
『ずの勺】。【Ｃ己巴
同右、三○頁。
注（⑪）におなじ。
○§・乏彌・少・三○円、：自汀の目盲目の②ｚｐｐ芹］８］弓『巴已ロ、ＣＯ一一の、の四・三・②・匿二「。『Ｃの切芹臼葛》］黒一画Ｉ］①］ＰＣ琴閂］の⑪の『氏曰目□○○ヨロ自琶・げｏｐ－
の四五頁。
の四四頁。
Ｃ己巴ＣＢＱｍ｛。
四～一六頁まで参照。
八七頁。
頁。
頁
◎ 
三○○］諄「】ｏ戸、四目：Ｃ・汽帛。Ｈ片の⑩苞の貝のロ且ぐ】⑪冒夙ミニ・の．。ｑ：ＱＣＰＦｏ目。Ｐ］②己の二九頁。
188（53） 
グー、〆~、〆ﾛ、〆■、
７８７７７６７５ 
、-ン、－ジ、－"、‐グ
さいごに資料の閲読と収集にさいして、国内外の諸機関を利用し、とくに国内では東京大学史料編纂所、早稲田大学中央図書館、海外ではプリテ
ィシュ・ライブラリ、公文書館、海事博物館をはじめ、ケンブリッジとポーッマスの公立図書館のお世話になった。記して謝意を表します。
なお本稿は、平成十一年度法政大学特別研究助成金の成果報告の一部である。
グー、グー、〆＝、〆~、グー、〆~、〆■、〆、〆ヘ〆へグー、
７４７３７２７１７０６９６８６７６６６５６４ 
ﾐーゾ、.'、＝〆、-〆、＝ソ、=〆、＝～’、.'、.〆、､ゾ山本実彦「東郷さんの一断面」ｓ改造』所収、昭和９．７）。なお、同記事の執筆者は、当時『やまと新聞』の通信員であった。のち改造社
の社長となる。
注（卯）の九二頁。
注（釦）の九三頁。
注（わ）の六一頁。
同右。
注（田）の五六～五七頁。
靜戦〉齢聖職”箸『東郷平八郎』（青年書房、昭和十六年九月）、九一頁。
注（四）の五二頁。
注（灯）の六八頁。
マ
リ
－
０
コ
ン
テ
ィ
ヘ
ル
ム
岩
瀬
鑓
雄
択
注（岨）の五四頁。
注（蛆）の五一～五二頁。
注（羽）の四五頁。
注
（
蛸
）
の
二
九
壱
注（畑）の五○頁。
一九頁。「イギリスと日本ｌｌ東郷提督から日産までの日英交流』（サイマル出版会、平成二年）、五九頁。
(54）１８７ 
イギリスにおける東郷平八郎
２８歳のときの東郷平八郎
｢世界之束郷元Blil」（昭和9.12）より。
Ｐｆ 
■蟻し,.,
1870年代のグリンハイズ村を描いた銅版画
［箪者所蔵］
ケンブリッジの東郷の下宿。この家でＡ、､ダグラス師より
数学の個人指導をうけた。［筆者撮影］
186（55） 
鶴 麹9蝉
東郷がまなんだ「ロイヤル・ネイヴァル・アカデミー」（ゴスポート)。
Ｍｒ・Harwood-LittIe,spossession
（BycourtesyofPortsmouthCityCouncilLiblary） 
』．ﾉｰ''一:歩.i灘メ
グリンハイズの土手道とテームズ川（左）
［砺者撮影］
灘爵蝿
東郷平八郎（26歳）が訓練をうけた「ウースター」号。
「世界之東郷元帥」（昭和9.12）より。
(56）１８５ 
イギリスにおける東郷平八郎
明治44年（1911）６月．伏見宮に随行してジョー
ジ５世の餓冠式に出席するため渡英したとき，加茂
丸の甲板で撮った写真。（｢改造」昭和9.7）より。
Ｂ■ 
初代「ウースター」号の艦長，ＣａｐＪ,lLSmiIhの写真。
(TheHistoryoItheWorcester,刊行年不詳）より。
184（57） 
東郷が操砲および射撃の訓練をうけた「ヴィクトリー」号（ポーツマス）
［箪者搬彫］
明治44年（1911）６月，２代目「ウースタ
ー」号をおとずれ，退艦するときの写真。
(TheThamesNauticalTrainingCoI1eｇｅ 
ＨＭ,Ｓ,`Ｗ０１℃ester''’1929）より。
(58）１８３ 
イギリスにおける東郷平八郎
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182（59） 
(60）181 
ＴｈｅＹｏｕｔｈｏｆＨｅｉｈａｃｈｉｒｏＴｏｇｏ 
● 
1， 
Ｅｎｇｌａｎｄ 
lnAugustl945，whenJapansurrenderedtotheAUiedPowers，accepting 
thePotsdamDeclaration，theImperialJapaneseNavywasdoomｅｄｔｏｂｅｄｉｓ‐ 
solvedsoonerorlater・Ａｔｔｈａｔｔｉｍｅａｂｏｕｔ４０,OOOdocumentsstoredbythe
JapaneseNavyattheKy6ikuSankokanmuseumattheNavalAcademyat 
Etajima,HiroshimaPrefecturewerethrownintothefirefOrfearofbeingcon‐ 
fiscatedbytheAllies・PresumablyamongthemwereAdmiralTogo，stlCas‐
urednotebooks，whilestudyingnavalsubjectsinBritain，Togoshowed 
particularinterestininternationalandmaritimelaw、Thenotebookscon-
tainedlotsofexcerptsfrombooksonbothsubjects． 
FollowingTogo,sunexpectedvictoryatthebattleoｆＴｓｕｓｈｉｍａｏｎｔｈｅ２７ｔｈ 
ｏｆＭａｙ，１９０５，ｈｅｗａｓｒａｉｓｅｄｔｏｔｈｅｓｔａｔｕｓｏｆｎａｔｉｏｎalherQInaddition，his 
everyactionwasobservedwithgｒｅａｔｉｎｔｅｒｅｓｔａｎｄｌａｔｅｒｏｎｈｅｗａｓｒｅｇarded 
asalivinggod,despitehisobjections． 
Togo1sprivatesecretary,NaganoriOgasawara（1867-1958)，ｗｒｏｔｅｏｎｔｈｅ 
ｌｉｆｅｏｆＴｏｇｑｉｎｗｈｉｃｈｈｅｈighlypraisedandhonouredhim・Ｔｈｉｓｌｅｄｐｅｏｐｌｅ
ｔｏｓｅｅｈｉｍａｓａｌｉｖｉｎｇｇｏｄｏｒａｇｏｄ－ｌｉｋｅＡｄｍｉｒａｌｉｎｔｈｅｅｎｄ． 
Ｕｐｕｎｔｉｌｎｏｗ，ｎｏｔｍｕｃｈｉｓｋｎｏｗｎａｂｏｕｔＴｏｇｏ，sresidenceinEngland 
exceptthedescriptionsinthebiographywrittenbytheVice-Admiral 
Ogasawara． 
StudyingtheJapaneseresidentsinLondonparticularlyinthelateVicto-
nanperiodledmetofurtherresearchonAdmiralTogQWhatcapturedmy 
l80（61） 
specificinterestwasTogo，sactuallifeinEngland，ｗｈｉｃｈｉｓｕｎｋｎｏｗｎｔｏｕｓ 
ｉｎｄｅｔａｉＬＳｉｎｃｅｈｅｄｉｄｎ'tleaveprivaterecordsbehindconcerninghislifein 
England，ＯｇａｓａｗａｒａｈａｄｔｏｒｅｌｙｍａｉｎｌｙｏｎＴｏｇｏ'sownpersonalaccounts 
whenwritinghisbiography． 
ＤｕｒｉｎｇｍｙｂｒｉｅｆｓｔａｙｉｎＥｎｇｌａｎｄ，ｉｎｔｈｅｓｕｍｍｅｒｏｆｌ９９９，Iwasgrantedac 
cesstotheEnglishmaterialswhichnoJapanesehaseverｂｅｅｎａｂｌｅｔｏｕｓｅｂｅ‐ 
fore・ＴｈｉｓｉｎｓｐｉｒｅｄｍｅｔｏｗｒｉｔｅａｂｏｕｔＴｏｇｏ，ｓｄａｙｓｉｎＥｎｇｌａｎｄｉｎｔｅｒｍｓｏｆ
ｈｉｓｓｃｈｏolingandsomepsychologicalinHuenceshewentthroughwhilestay‐ 
iｎｇｉｎｔｈｅｃｏuntry． 
Thankstotheassistanceofthecuratorsandthelibrariansinthepublicin 
stitutions，Ｉｗａｓａｂｌｅｔｏｆｉｎｄｑｕｉｔｅｌｏｔｏｆｍａｔｅｒｉalsconcerninghislivingenvi‐ 
ronmentandthepersonsunderwhomhereceivedinstructioninthefieldsof 
bothtechnicalskillsandacademicknowledge． 
Thisarticleisdividedintofiveparts、
1）HisvoyagefromYokohamatoSouthamptonEngland， 
2）TheRoyalNavalAcademy'atGosport,Portsmouth 
3）Rev・ArthurDouglasCapelinCambridge
4）‘TheThamesNauticalTramingSchool，atGreenhithe,kent、
5）TogdssecondvisittoEngland． 
HeihachiroTogo（1847-1934）ｗａｓｏｆａｓａｍｕｒａｉｆａｍｉｌｙｆｒｏｍＳａｔｓｕｍａ 
(KagoshimaPrefecture)．HefoughtaqainsttheTokugawareqiｍｅｉｎｔｈｅ 
ｃｉｖｉｌｗａｒｏｆｌ８６８，ｗｈｉｃｈｅｎｄｅｄｍｔｈｅｒｕｉｎｏｆｔｈｅＳｈｏｇｕｎｎate． 
InJanuaryl871，heservedonthewarshipRyojo,ａｓａｎａｖａｌｏｆｆｉｃｅｒｗｉｔｈ 
ａｓａｌａｒｙｏｆｌ５ｒｙｏ１）ａｍｏｎｔｈＴｈｉｓｉｓｔｈｅｆｉｒｓｔｔｉｍｅｔｈａｔｔｈｅｎａｍｅｏｆＴｏｇｏａｐ‐ 
pearedintherecordsoftheJapaneselmperialNavy2)．Duringthecivilwar 
hehadlearntgunneryandotherdutiesfornavalservicethough，hehada 
strongdesiretostudyabroadtofurtherhistraining，ａｎｄｈｅｗａｉｔｅｄ 
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patientlyfortheopportunity． 
InMarchl871，whenKaigunheigakuryo（theNavalCollege）announceda 
plantosendstudentstoEuropeandAmerica，ｈｅｔｒｉｅｄｅｖｅｒｙｍｅａｎｓｔｏｇｅｔ 
ｈｉｍｓｅｌｆｓelected． 
Ｏnthel2lhofAprilofthesameyear,theHeibusho（theMilitaryDepart‐ 
ment）ｓｅｎｔｏｒｄｅｒｓｔｏｌ２ｃａｄｅｔｓｔｏｐｒｏｃｅｅｄｔoEngland，ｏｎｅｏｆｗｈｏｍｗａｓ 
ＨｅｉｈａｃｈｉｒｏＴｏｇｏ 
Ｔｈｅｎａｍｅ,age,ranksubjectandbirthplaceofthestudentssenttoEng‐ 
IandwereasfoUows3)： 
Birthplaceor 
remarks 
Yamaguchi 
Ｎａｍｅ Ｒａnｋ Subject 
Sh6tarC 
Yamagata 
Teizolshida 
Kanichi 
Shiji 
Kenkechi 
Hijikata 
lsaburo 
Nishimura 
YUjiro 
Hatta 
つ ？ ？ 
？
。
？ '1;蕊騨㈱？ ? ？ Gosaku Akamine Hbjhac"jねTbgD 
SOsuke 
HaTada 
K6ichiljichi 
JiroHashito 
？ 
2４ 
？｜Heibusho ？ Kagoshima 
？
。
？ i{獺::::::I:|:::::!:::： Kagoshima D Sanaka Sachu ？ ？ 
Theabove-mentionedstudents,embarkingintheBritishship`Aden，（816 
t.)4)ｏｎｔｈｅｌ３ｔｈｏｆｔｈｅ３ｒｄｍｏｎｔｈｏｆｔｈｅｙeａｒｏｆＭｅｉｊｉ（２Mayl871)，Ｉｅｆｔ 
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YokohamaforEurope・ＷｈｅｎｔｈｅｓｈｉｐａｒｒｉｖｅｄａｔＨｏｎｇＫｏｎｇｔｈeytransfered
toanothership． 
Againtheybeganvoyaging，touchingatSingapore，PointedeGalle，Aden 
andlandedatSuez,whencetheytookatraintoAlexandria,ａｍａｚｉｎｇａｔｉｔｓｒａ‐ 
pidity・ＴｈｉｓｗａｓｔｈｅｆｉｒｓｔｔｉｍｅｔｈａｔｔｈｅＪａｐａnesecadetshadtakenatrain
ThetrainseemedtoTogojustlikeamovingcentipede5)． 
ltappearsthattheyboardedtheshipPera，fromAlexandria･Theshipar-
rivedatSouthamptonｏｎｔｈｅｌ９ｉｈｏｆＪｕｎｅｌ８７１６)，callingatMaltaand 
Gibraltaontheway、Presumablythel2Japanesearrivedatthefinaldestina‐
tiononthatday，Thejourneyappearstohavetakenatotalof49days． 
AtSouthampton，ｔｈｅｙｗｅｒｅａｓｋｅｄｔｏｐａｙｔａｘｅｓｏｎｔｈｅｇｒeatamountof 
EgyptiancigarettestheyhadboughtatSuez、Buttheythrewthemintothe
seawithoutpayingbecausethechargeexceededtheoriginalprice7)． 
Afterwaitingfor6hours8）atSouthampton，theyfinallyboardedatrain 
andproceededtoLondon，wheretheypartedcompany・Togospentafew
daysdoingthesightｓｏｆＬｏｎｄｏｎＴｈｅｎｈｅｗｅｎｔｔｏＰｏｒｔsmouthtoboard 
withamiddle-classfamily，ｂｕｔｔｈｅｎａｍｅａｎｄｔｈｅａｄｄｒｅｓｓｒｅｍａｉｎｕnknown 
lnPortsmouthhestudiedtheEnglishlanguageandEnglishmannersandcus‐ 
toms． 
ＤｅｔａｉｌｓｏｆＴｏｇｄｓｄａｉｌｙｌｉｆｅａｔｔｈｅＥｎｇｌｉｓｈｈｏｍｅｒｅｍａｉｎｕｎｋｎｏｗｎＨｉｓｂｉｏg-
raphysayshestayedthereforhalfayear，whereａｓ“AdmiralTogo'，by 
GeorgeBlondreads，“Ａｔｔｈｅｅｎｄｏｆｓｕｍｍｅｒ，Togolefthisboardinghouseto 
enteranavalPreparatoryschool9)，'、Ｔｈｅｅｘａｃｔｄａｔｅｗｈｅｎｈｅｌｅｆｔｔｈｅｈｏｕｓｅ
isnotclear，ｔhoughitappearsthatheleftthelodｇｉｎｇｓｂｙｔｈｅｅｎｄｏｆ 
Ａｕｇｕｓｔｌ８７１ｔＣｅｎｔｅｒ`TheRoyalNavalAcademy，，aboardingschoolrunby 
BurneyRev・Edward,ＭＡ,locatedatClarenceSquareNo､２３，Gosport,ports-
mouthlo)． 
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Ｔｈｉｓｓｃｈｏｏｌｗａｓｅｓｔａｂｌｉｓｈｅｄｉｎｌ７９１ｂｙＤｒ・WilliamBurney，Ｌ，Ｌ・Dandit
enjoyedagreatl巴putationathomeandabroadasapreparatoryschoolforna‐
valcadets，Ｔｈｅｔｅｒｍｏｆｈｉｓａｔｔｅｎｄａｎｃｅｔｈｅｒｅｒｅｍainsunknown，thouｇｈｉｔａｐ－ 
ｐｅａｒｓｔｈａｔｈｅｗａｓａｌｌｏｗｅｄｔｏｅｎｔｅｒｔｈｅｓｃｈｏｏｌｉｎｔｈｅａｕｔｕｍｎｏｆｌ８７１，and 
stayedtherepossiblyforayear． 
ThenheproceededtoCambridge，wherehestudiedmathematicsforafew 
monthsunderRev・ArthurDouglasCapel（1837-1921)，whowasacurateof
St・Ｍａｒｙ－ｔｈｅ－１ｅｓｓｆｒｏｍｌ８６９ｔｉｌｌｌ８７３'1)．Rev．Ａ､Ｄ・CapeltoldArthur
Lloyd,Ｍ､Ａ,theauthorof“AdmiralTogo,,（1903）ｔｈａｔ“Togoknewverylit‐ 
tleEnglish，andhisprogress，partlyfromillness，andpartlyperhapsfroma 
naturalincapacityfOrmerelanguagestudy，wasveryslow12)"、Ａｔｔｈａｔ
ｔｉｍｅｔｈｉｓｐｒｉｅｓｔｒｅｓｉｄｅｄａｔＮo､103,Shaftesburyroadl3）inCambridgeThe 
housestillexistsｎｏｗａｔｔｈａｔｐｌａｃｅ． 
Ａｆｅｗｍｏｎｔｈｌａｔｅｒ，ｉｔｉｓｌｉｋｅｌｙｔｈａｔＴｏｇｏｍｏｖｅｄｔｏＬｏｎｄｏｎｔｏｌｏｄｇｅｗｉｔｈ 
Ｍｒ・MalcolmHudson，ｗｈｏｌｉｖｅｄａｔＮｑ５，CosbySquare（nearBishopgate)，
E・Ｃｌ4)，intheCapitaLWhilestayingthere,presumablyTogopreparedtoen-
teranavaltrainingcollege． 
Whathedesiredeamestlywastoenter，ｆｏｒexample，totheNavalCollege 
atDartmouth，however，theBritishAdmiraltyBoardrefusedtoacceptthe 
JapanesestudentsintotheCollegeforsecrecy・Sohehadlittlechanceofbe‐
ingallowedtoenrollintheCollegeorservingonaBritishman-of-war． 
FurthermoretheBritishgovernmentinformedthroughHarryParkes，min‐ 
istertoJapan，ｔｈａｔｔｈｅ“entryoffOreignnavalofficersintoherMajesty,s 
shipsisnecessarilylimitedandthatsuchofficersunderanycircumstances 
beadmittedintotheactualtrainingshipofherMajesty，sserviceI5),,． 
HoweverTogowasfortunateenoughtｏｆｉｎｄｍｅａｎｓｔｏｅｎｔｅｒｔｈｅｔｒａｍｉｎｇ 
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Ship‘Worcester，，whichwascalled`TheThamesNauticalTrainingCollege， 
atGreenhithe，Ｋｅｎｔ・Ｔｏｇｏｅｎｔｅｒｅｄｔｈｅｓｃｈｏｏｌｉｎｔｈｅｓｕｍｍｅｒｏｆｌ８７３，ａｎｄ
ｌｅｆｔｔｈｅｒｅａｔｔｈｅｅｎｄｏｆＤｅｃｅｍｂｅｒ1874】6)．Hestudiednavalsubjectszeal‐
ouslyforaboutl8months． 
TheaverageageofthestudentswhoenteredtheTrainingCollegewasbｅ－ 
ｔｗｅｅｎｌ６ａｎｄｌ８，however，ＴｏｇｏｗａｓｍｕｃｈｏｌｄｅｒｔｈａｎｔｈｅｍＨｅｗａｓ２６ 
ｙｅａｒｓｏｌｄｔｈｅｎ、Actuallyheenteredtheschoolundeｒａｆａｌｓｅａｇｅｏｆｌ６．
AsregardsTogo,smanners，cap.Ｊ・HendersonSmith，whotaughthimat
theWorcestersaidinlateryears，“Ｈｅｈａｄｂｅｅｎａｎａｂｌｅｂｏｙ，ｈｅｗａｓｎｏｔ 
ｗｈａｔｏｎｅｗｏｕｌｄｃａｌｌｓｍａｒｔ，ｂｕｔｈｅｗａｓａｌｗａｙｓｄｉｌｉｇｅｎｔａｎｄｐａｉ､taking，and 
thoughhewasslowtolearn，whathelearnt，hethoroughlymastered17),，． 
Togomadehimselfalaughingstockduringhisfirstfewmonthsoftrain‐ 
ing、Thestudentsusedtochaffhim，saying，“One-go-two-go-three-goI8)'，，
ｗｈｅｎｈｅｈａｄｔｏｕｎｄｅｒｇｏｔｈｅｐｕｂｌｉｃｄｅｒisionButwhenhewascalled 
`JohnnyChinaman',hewasinflamedwithindignation，ｈｅｗｏｕｌｄｃｒｙ，“Ｉａｍ 
ｎｏｔａＣｈｉｎａｍａｎ１Ｉｆａｎｙｏｆｙｏｕｔｅａｓｅｓｍｅｌｉｋｅｔｈａｔ,Ｉ，llbreakyournose，，ｏｒ 
ｈｅｗｏｕｌｄｓａｙ“Ｉｆｙｏｕｃａｌｌｍｅｔｈａｔ，ｙｏｕｗａｉｔ１ＷｈｅｎｌａｍＡｄｍｉｒａｌｒｌｌｈａｎｇ 
youfromtheyard-arm1l9)，, 
Afterl8monthsofhardshipasatraineeontheWorcester，Togolefther 
forthe`Hampshire'（1214t.)．SheleftSheerness,Kent,fOrMelbourne,Aus-
tralia，towardstheendofFebruaryl875，fOrtraininginoceannavigation 
ShearrivedatMelboumeontheaftemooｎｏｆｔｈｅｌ４ＩｈｏｆＭａｙ，aftervoyag-
ingover70days． 
Shortlyafterarrivingatherfinaldestination，Togoandhiscrewmates 
rushedintotherestaurantstoenjoyeatingfreshmeatandvegetableswhich 
hadbeenlongdeniedduringthevoyage2o)． 
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ＴｈｅＹｏｕｔｈｏｆＨｅｉｈａｃｈｉｒｏＴｏｇｏｉｎＥｎｇｌａｎｄ 
ＴｈｅＨａｍｐｓｈｉｒｅｒｅｍａｉｎｅｄａｔａｎｃｈｏｒｉｎＭｅｌｂｏｕｒｎｅｆｏｒａｂｏｕｔ２ｍｏｎｔｈｓｄｕｒ‐ 
ｉｎｇｗｈｉｃｈＴｏｇｏｓｐｅｎｔｈｉｓｆｒｅｅｔｉｍｅｄｏｉｎｇｓｉｇｈｔｓｅｅｉｎｇｉｎｔｈｅｃｉｔｙａｎｄｉｔｓｓur-
roundingareas・SheleftMelbourneforEnglandonthｅｌｌｌｈｏｆＪｕｌｙ，ａｒｒｉｖｉｎｇ
ａｔｔｈｅｍｏｕｔｈｏｆｔｈｅＴｈａｍｅｓｔoｗａｒｄｓｔｈｅｅｎｄｏｆSeptember２１)． 
SoonafterreturningtoEngland,TogomovedtoGreenwich，whereheoccu‐ 
piedhimselfinspectingtheconstructionoftheFuso，（armouredironvessel， 
3717t､displacement)．Theshipwasoneofanordertogetherwithotherwar‐ 
ships（the`Kongdandthe1Hiei'）ｆｒｏｍtheJapaneseNavyDepartment22)． 
ＴｈｅｐｅｒｉｏｄｔｈａｔＴｏｇｏｓｔａｙｅｄｉｎＧｒｅｅｎwichandhiswhereaboutsremainun-
knownHeprobablystayedatthefacilitiesinthePoplar，ｓｓｈｉｐｙａｒｄａｔＧｒｅｅｎ－ 
ｗｉｃｈＢｙｔｈｅｅｎdofFebruaryl878，thethreeJapanesewarshipshadbeen 
completedand9navalstudentswereorderedonthe30thofJanuarytocoｍｅ 
ｈｏｍｅ，boardingthesevessels． 
TogoboardedtheHiei’（ironcladwarship，２２４８t.displacement，builtat 
Kingston-upon-Hull)，whichleftMilfordHaven，Wales，ｏｎｔｈｅ２３ｍｏｆ 
Ｍａｒｃｈｌ８７８ｆｏｒＪａｐａｎＳｈｅarrivedsafelyatYokohamaonthe22ｎｄｏｆＭａｙ 
ｏｆｔｈｅｓａｍｅｙｅａｒ，touchingatMaltaPortSaid，AdenandSingaporeonthe 
waytoJapan23)． 
ＴｈｕｓＴｏｇｏｒｅｔｕｒｎｅｄｔｏｈｉｓｈｏｍｅｌａｎｄａfter7years，absence． 
TogohadbeenpromotedfavorablyasanavalofficemAfter33years 
later，ｈｅｗｅｎｔｏｖｅｒｔｏＥｎｇｌａｎｄａｇａｉｎｉｎＰｒｉｎceFushiminomiya，ssuiteThe 
princevisitedBritaintoattendthecoronationceremonyofＫｉｎｇＧｅｏｒｇｅＶ． 
(1865-1936）ｉｎＪｕｎｅｌ９１１． 
AdmiralTogoandGeneralNogistayedatHydeParkHotelduringtheir 
staｙｉｎＬｏｎｄｏｎＷｈａｔＴｏｇｏｈｏｐｅｄｆｏｒｔｈｅｎｗａｓｔｏｐａｙｈｏｍｍａｇｅｔｏｔｈｅ 
ｌａｔｅＣａｐＪ・Henderson,sgraveatHighgateCemetery，London、Ｔｈｏｕｇｈｈｅ
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ｗａｓｖｅｒｙｂｕｓｙｄｕｒｉｎｇｈｉｓｓｔａｙｉｎＬｏｎｄon，ｈｅｖｉｓｉｔｅｄｔｈｅｇｒａｖｅｏｎｔｈｅｌＯ１ｈｏf 
Junewithhisadjutant・Afterprayingbeforethegravewithdeepemotion，
hewanderedaboutthecemeteryforhalfanhour24)． 
DuringhissparehourshealsovisitedthesecondWorcesteratGreenhithe 
onthe28ihofJune,whenthewholevillagewasveryexcitedabouthisvisit， 
HewasgreetedbytheheadmasterWilliamBurkerwithteachersandstu‐ 
ｄｅｎｔｓｌｉｎｅｄｕｐｏｎｔｈｅｄｅｃｋＡｍｏｎｇｔｈｅｍherecognizedhisfOrmerteacher， 
Ｍｒ.Ｒ､Ｃ・ＢｕｃｋTheretiredoldteacherandTogotalkedtogether，recalling
olddays． 
ThenTogoinspectedtheship・Ondepartinghegavethisaddresstothe
students：－ 
“Ｄｅａｒboys， 
ＩａｍｏｎｅｏｆｔｈｅｏｌｄｂｏｙｓａｔｔｈｅＷｏｒｃｅｓｔer，wholearnedtobesailorsmore 
thaｎ３０ｙｅａｒｓａｇｏｏｎｔｈｉｓｖｅｒｙｓｈｉｐａｓｙｏｕａｒｅｄｏｉｎｇｎｏｗ･Ｔｏｄａｙｌａｍｓｏ 
ｍｕｃｈｐｌｅａｓｅｄｔｏｍｅｅｔｙｏｕonboardourbelovedship、
Yourcheerfulandvigorousappearaｎｃｅｓｍａｋｅｍｅｆｉｒｍｌｙｂｅｌｉｅｖｅｉｎｙｏｕｒ 
ｂrightfuture・Indeedlamdoublypleasedforthat，Ｉｗｉｓｈｙｏｕａｌｌｔｈｅｐｏｓｓｉ‐
blesuccesses25),'． 
InJuly,TogostartedonhisjourneyhomeviaAmerica 
WhilestudyinginEngland,Togostudiednotonlyallthegeneralsubjects 
neededtobecomeasailorｂｕｔｈｅｗａｓａｌｓｏｉｎｆｌｕｅｎｃｅｄｂｙｔｈｅｓｐｉritofJohn 
BullandBritishgentlemanship，ＡｔｔｈｅＮａｖａｌＡｃａｄｅｍｙａｔＥｔａｊｉｍａｉｎＪａ‐ 
pantraditionally，cadetswereaskedtobegentlemenbeforeofficers． 
ＴｏｇｏａｎｄｏｔｈｅｒｓｔｕｄｅｎｔｓｏｆｔｈｅＷｏｒｃｅｓｔｅｒｏｆｔｅｎｗｅｎｔｔｏＰｏｒｔｓｍｏｕｔｈｔｏｂｅ 
ｔrainedingunneryandriflepracticｅｏｎｂｏａｒｄｔｈｅ‘Victory,，ｗｈｅｒｅａｄｉｖｉ‐ 
sionalofficeroftheBritishNavylecturedthemonAdmiralNelson，ｓｄｅｅｄｓ 
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ＴｈｅＹｏｕｔｈｏｆＨｅｉｈａｃｈｉｒｏＴｏｇｏｉｎＥｎｇｌand 
andpatrioticspirit，encouraginghislistenerstofoUowNelson'ｓｅｘａｍｐｌｅ２６)． 
ＴｏｇｏｗａｓｔｈｅｎｄｅｅｐｌｙｍｏｖｅｄｂｙＡｄｍｉｒａlNelson'sfamouswords，“Eng‐ 
ｌａｎｄｅｘｐｅｃｔｓｔｈａｔｅｖｅｒｙｍａｎｗｉｌｌｄｏｈｉｓｄｕｔｙ，'．ＬａｔｅｒｗｈｅｎＡｄｍｉｒａｌＴｏｇｏ 
ｗａｓａｓｋｅｄｔｏwritecharactersinhisownhand，ｈｅｕｓｅｄｔｏｗｒｉｔｅ‘Devotion,， 
`Devotionbeforetalk，ａｎｄ‘Consistency'．Ｔｈｉｓｋｉｎｄｏｆｍｏｒａｌｉｓｍａｐｐｅａｒｓｔｏ 
ｍｅｃaｍｅｆｒｏｍｈｉｓpracticalexperiencesinEnglandＩｔｓｅｅｍｓｔｏｍｅｔｈａｔ 
ＴｏｇｏｂｒｏｕｇｈｔｈｏｍｅEnglishdevotionalismfromGreatBritain． 
Inconclusion，ｒｄｌｉｋｅｔｏｅｘｐｒｅｓｓｍｙｄｅｅｐｉｎｄｅｂｔｅｄｎｅｓｓｔｏＭｒ・CliveＰｏｗｅｌｌ
(curator)，Mrs.Ｍ・Sampson（curator)，Ｍｒ､AlanLGiddings（curator)，Ｍｒ、
ＡｌａｎＫｉｎｇ（librarian)，Ｍｒ、ChristopherRJakes（seniorlibrarian)，Ｍｒ、
DennisHaselgrove（historianandarchaeologist）andsomeofthepublicinsti-
tutionsbothinEnglandandinJapanforprovidingassistanceduringmyre‐ 
search． 
ｌＯＤｅｃｅｍｂｅｒｌ９９９ 
ＰｒｏｆＴａｋａｓｈｉＭｉｙａｎaｇａ 
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